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刊行のことば

　国立国語研究所では、昭和49年度から同51年度にかけて，「略地方雪資料の収集および文字化』

のための研究」という題屋のTに，金国各地で方言による談話を録音し，その文字化（標準語訳

・注つき）を行った。この研究は，急速に失われつつある方言を現時点で録音・文字化し，国語

研究の基本的資料とすることを目的としており，当研究所地方研究員の協力’を得て実施された。

　その成果は，機を得て，順次刊行する予定であD，昨年度までに，『方書談話資料（1）一山形・群

馬・長野諜『方言談話資料（2）一奈良・高知・長崎』『方言談話資料（3）一青森・新潟・愛知』ぽ方言言炎話

資料（4）一福井・京都・島根sを刊行した。本年度は，その第五集を刊行する。

　本書に収めた録音・文字化資料は，もっぱら，本堂寛（岩手県掲当地方研究賃・岩手大学教授），

加藤正信（宮城県担当地方研究員・菓北大学助教授〉，加藤信昭（千葉県担当地方研究貝・千葉大

学教授），日野資純（静岡県担当地方研究員・静岡大学教授）の四氏の尽力によるものである。ま

た，話者もしくは司会者として，菊地政勝，省田ケサエ，若松林平（以上岩手県），内海春吉，木

村精一，本郷しげ（以上宮城県），鈴木与一，武田金市郎，広瀬ます（以上千葉県），後藤百々代，

佐藤とし，山本俊男（以上静岡県）の各氏の協力を得たほか，有志の助力があった。記して深く

感謝の意を表する。

昭和56年1月

国立国語研究所長 林 大
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方言談話資料作成のための担当者

国立国語研究所欝語変化研究部長

研究部第一一研究室

，大阪大学教授）佐　藤　亮　一（室長）真　田　信　治（研究員）

員）白沢　宏枝（研究員）
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ま　え　が　き

　研究の経過

　この雷雨は，昭和49年度から隅51年度にかけて行った。

　昭和49年度は準備期間とし，全国47都道府県で各種の実験的録音・文字化を行い，その結果に

基づいて，次年度以降の計画を立案した。

　50年度は，全国的視野のもとに重点地域を定め、23の府県から各i地点を選定して，老年層の

男性と隅女性との対話，もしくは，男女を含む老年層話者3入の会話を録音し，文宇化すること

とした。

　録音・文字化を実施した府県は次の通りである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ

　青森，岩手，館城，山形，群馬，千葉，新潟，石川，福井，長野，静岡，愛知，京都，奈良，

鳥取，心根，広島，愛媛，高知，長綺，宮崎，鹿児鵬，沖縄

　51年度は収録地点を4地点減らし（・印の県を割愛した），19の府県について，原則として50年度

と同一の地点で，（a面上・冒下の関係にある老年層の男性2人による対話，（b）老年層の男性と若

年層の男性との対話，もしくは，両者を含む3入の話者の会話，（c）場面設定の会話，の3項目に

ついての録音・文字化を行い，なお，このほかに収録可能な地域では，付録として，民話の収録

・文字化も実施することとした。（c）については，「品物を借りるJ「（旅行などに）誘う」「新築の祝

いを述べる」「隣家の主入の所在をたずねる」「けんかをする∫道で知人に会う∫道で目上の知人に

会う」「うわさ話をする」の八場面を，全地点共通の場薦として設定した。

　以上の録音・文字化資料は，すべて国立国語研究所で整理し，保管しているが，当研究所では，

このうち，50・51爾年度分について逐次刊行していく予定である。本書は，50年度に収録・文字

化を行った老年層話者による談話資料のうち，「岩手県江刺市本町」「宮城県頁理郡亘理町荒浜」「千

葉県館山市相浜」「静岡県静岡市南字配村」の4地点分についてのものである。

　騒者の条件

　話者には次の条件の人を選ぶこととした。

　1．老年層話者による談話（50年度）

　その土地で生まれ育ち，よその土地に住んだことのない，あるいは，その期間が比較的短い人

で，日常の生活ではもっぱら方言を用い，また，録音機を前にしても方書色豊かなおしゃべりが

可能な人。したがって，よその土地から嫁入り，婿入りした人は採らない。ただし，女性につい

ては，他に適当な人が得られないときには，近隣地から嫁入りした入でも，収録地点との間に大

きな方言の違いが認められない場合は可とする。話者の年齢は，原則として収録時において60歳

以上とし，やむをえないときは，55歳以上も可とする。発音その他の障害がなければ，高齢者で
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も差し支えないが，話者桐：互の年齢が離れすぎるのは好ましくない。また，話者相互の地位・身

分関係も，ほぼ対等であることを原則とする。

　2．目上・厨下の関係にある老年層の男性2人による対話（51年度）

　話者の年齢は上記1に準ずる。この項は，改まった表現や種々の敬語形式などを得ることをね

らって設定したものであり，対話の具体的な人物像として，たとえば，旧地主階層の人物対旧小

作階層の人物，僧侶対その壇家にあたる入物，その土地出身の教員（校長など）対その土地の一

般的職業（農業・漁業など）に従事している人物などを候補として示したが，地域の事情もある

と思われるので，この点は各地の担当者（地方概究員）に一任した。なお、目上にあたる人物と

して，在外期聞の比較的長い入物を登場させなくてはならない場合もあると考えられるので，在

外歴に厳しい条件はつけないことにした。

　3．老年層男性と若年層男性との対話（51年度）

　老年層については原則として60歳以上，若年層については原則として20～30歳台とする。話者

梢互の地位・身分関係は，ほぼ対等であることが望ましい。職業は老若ともにその土地における

一般的なものであること。在外歴については1に準ずる。

　4．場面設定の会話（51年度）

　上記！に準ずる条件を備えた老年層の男女に，場面に応じて，種々の演技的対話をしてもらっ

た。

　5．民話

　特に条件はつけず，その土地で生まれ育った民話の語り手であれば可とした。

　司会者

　主たる話者のほかに，話の引き出し役としての司会者が同席することとした。司会者はこの研

究の主旨を理解し，かつ，司会役としての能力を有する地元方欝の話し手が望ましい。司会者の

年齢・居住再嫁に，特に条件はつけなかった。

　録音蟹・文字化量

　50年度・51年度ともに隠約60分程度の録音量（51年度については，各項目平均20分，合計60分

程度）について文字化を行うこととした。また，内容の豊かな文字化資料を得るために，文字化

すべき録音量の数倍を録音し，その中から適切な部分（話がとぎれず，しかも発護が特定の話者

にかたよっていないこと。話の流れ，話題の展開が自然であること，など）を選択して文字化す

ることとした。

　：文字化原稿の作成・表記

1．将来のオフセットによる複製印行に備えて，一定の様式の文字化用紙を作成し，担当地方研

　究員に配布した。

2，文字化は原則として表音的カタカナ表記によることとした。これは，利用者の便宜，文字化
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作業の能率などを考慮してのことである。ただし、対象とする方雪の性格によって，カナ表記

　では特殊な字母を多数必要とし，かえって煩雑になると判断される場合は，国際音声字母によ

　る表記も可とした。なお，それぞれのカナで表わす具体的音声の範囲・内容については，各担

　当者が「解説1の中で説明することとした。

3　アクセント，文末イントネーションの記述の有無は，その表記法を含めて担当者の判断にま

かせた。

4　聴き取りが困難な箇所や，言いよどみ，欝い重なり，言い直し，笑い声などについては，こ

れらを一定の符号で表わすことにした（凡例参照）。

　文字化には，標準語訳，および，場面，文脈，特徴的音声，方言形の意味・用法などについ

ての注をつけることとした。なお，標準語訳はあくまでも内容理解のための手がかりの一つと

考え，訳が問題となるような箇所については，できるだけ詳しい注をつけることを担当者に求

めた。

　収録：方言・表記・収録内容についての解観

　文字化原稿とは別に，収録方書・表記・萩録内容についての解説を担当者に求めた。解説には，

原則として次の事項を記すこととした。

　A．収録地点とその方言について

　　1．地点名

　　2．収録地点の概観（位置・交通・地勢・行政区画の変動・戸数・入ロ・主な産業など）

　　3．収録した方言の特色

　　　①方言区画上の位置・隣接諸方言との関係

　　　②音声・音韻上の特色

　　　③文法上の特色

　B．表記について

　　　それぞれの符号（カナ・音声符号）で表わす具体音声の範囲，特殊な表記についての説明

　　など。

　C．収録内容の概説

　　1，タイトル

　　2、録音年月B

　　3．録音場所

　　4．話し手の氏名・性・生年・職歴・役職歴・居住歴・書語的特徴など

　　5，録音環境（同席者・話の進行状況・場の雰囲気など）
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凡 例

1．場面，文脈，特徴的音声，方言形の意味・用法などについての注は各章の末尾にまとめて記

　し，該当箇所を本文のそれぞれの位置に番号（かっこつき）で示した。

2．発言や録音が不明瞭なため聴き取りが困難な箇所には　　　線をつけた。

例　スッドネ〈18ページ4段＞

3．最終的に聴き取り不能の箇所には　　　線のみを記した。

4．欝いよどみは，その来尾に………線をつけた。

5．複数の発言が重複した場合には，重複部分に　　　線をつけた。

　　　　　　　　　　　　　　　例　Cクラスシ　スシテルガラネ（Bソーナンダ）　（Aイヤヤ）〈20ページ9段＞

6．言いかけて，それを書いなおした場合には，雷いかけた部分にx×x・x×xをつけた。

例　ホノ　ホノハ〈19ページg段〉
　　　ニく　うくメ

7．笑い声，咳ばらいなどは，（笑），（咳）のように示した。

8．同席者の短い発欝や突然の訪間者のことばなどは文字化していない場合がある。その際や，

録音テープを編集して談話内容の一部を削除した際には，該当箇所に・の符号をつけた。
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　渓声的特記
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B　表記しついて

　　表記ひ杜労紆、「蜘欄紙へひ読入．のカず茄乙秀試レ従。乖。そ

　あ惚か，〉更のよう享表記右弔い匹。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロへ　　穿告母后〔口蝕3te．そ碁ぞ拠イウ、ウィと旅記すb．1勧も
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　〔3蝕）じついて、そ胚ぞ哲ジ〉ノ　ズミ／■森記守み。
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副A．kEC，丁丁，本町《納二三令表、本町町内会鯵葬と（マいう。
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一126一



う旧記

ω　 玄む右A禎！母。

α♪　魚バ獲ソ／飯享ど影・焼く時（・候う・金・綱。

（3）　三三類の鍛物。ゾ撚どれ彦循すか〔叡まつ8ソ1享い。

㈲　卦en木A擁。1広く六き研喋。権ソ／飯乞包むPtし硬。ア㌧。

くぢ7

〈6）

し7）

〈B）

し9ノ

省中し指頃。匹凧彰敷包と、ma　aと⊃う一で結、～じt。

「お磁鋳い・結婚椴梶写享ゾ祝・辱。

㌧食の《ラ碁・

劉ソ当でラ4・L　r・　＃穿　6A・彙。

田圃し宕く肥料ゆ一権．六～6時代ヵ・ラ確和／o坪・動幻・Nプマ、禰矧

　かう輸入口～毛ク・ぞ、プく三目〈　（Ei“ソか可膨團め！τ卑ち燥イtア～乃の。

　60vンチ、20センチぐう・吻表玄移で、カ・ξソ奮い，

（lo7鱒喜語，稗葎諺ぞ適当し潔可諺が享い。体（功噺ソ）芦乞b5う

　万隼てfbぞう、｛v－z凄穫のあD容量の毛aしついマいう，

しte　圃上。

q2）　秀じ囮圃乞碓ソ返す｝と。田面彦かきびラ1一τ平ラ〔㌻可る）し。

〈t3ノ　肥料ズ彦占冠危。

㈲　 周上，

q・5／　2多ゾみじ｛て隼将杉わの。

（（・6」擬曙諺。へ〉んぞいみ状態。

㈹　t居診ゾ躯ゾ毛ua　“

〈tR）　「鬼ゾつ）」謎蝿びし似ブ～遊び。

U9）　「わ’牙王」Pt秀亨、

t三人ψ遊び，肩紙㌻どぞ任。汽山砂｛気色紙《着吻左彪ぜπソ、ぬ

　ヵく一ぜ花ソ｛ゴ嬉ぶ。

（スリ　あん：ン遍ひご。

〈22♪蠣ンの燦8ゾ知勇）と，

e3ノ琢ρ両側面｛・訴うヤ刀毒三根《飾の山砂彦｛f”z）ラ，健出／。

O．“　蝶㊧忌み＞tt「燦tくう・と宅う。

＠り　t「　trッ亨プ’グ」ttイシつハジ’　）e　．」M貯，ヌξ1だb▽う人し固じだとい
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　う人が’あっτ：；．

＊6）遍びの考兇明。

a7♪遍びa一権。

aD）「 ｶゃんヴん」，・・　x」r畜いナ彦毘い歩L／（ラレ（てい翫

e9♪隅
（3ω　前馬の丸呑バあ穿ソ通じ辱享い。

（3P　担当石サ尻質しケ証すう問㌧、かげ。

（3幻　・1疑熊・諺、鮎耀ヤソじ。

（33♪　巳をぞ旨可。

磁1ピ餅8．下ざいこんご」z・・う薦曜のv享乞文匂。

（3　ts）一相手し村可み酵び’カ・1ナa）■延♂’。

（5ち）　手イ詐14Vlう。

6・η髪pml袴い労の一つ。

〈sg）　s一ぞ彩彦山可、

6ヲ｝　「判巳考軽へ」五指す」

（40？々の子わっ漁駿の繹い六し、ラ彦冒／〈㌧1芦）Yを．落君うじ／β。

四）　「天」　乞指マ。

㈲叡でん露ち屍艇彦あうわす椴卸蔀を。
庫リ　ピかう」「Nす胚ど宅」Pt二つa／噺綬助詞ゼつづ㌦・匹表・現見。

幽ヒいう・時・q礼の約殊「三冠匹畷諌擁＼物顔ヵ・ラ
　の有心拭σ・きソ1㌻い。

啓5♪　二zば』を，締もヴ匪うし（マ、そ）ぞ途切れb。

（46）　（司上。

t4▽）耳磁イ’、自分の哲編／〈い匹分ア券。

面諭の葎導し多い⊃し⑦西熊考音。

幽「ヤ躰ゴ」O＼「 ｺで」o・・u／・2ソ1言い．繭後あ煮嫁かラ「切れもと

　／ておく．
店。）　ナ也名．

引）「 ^ゴズグ」ひ建用ψ、ピっヵ・dっマいく．」の煮・昧。

」与2フ　〈じSlき。
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（53）「つ1ぜいZZ」。靴の一品権。吉くかう瞭兆・北捧守どイ載瑠。寡

　家副花♂ソヤ’や小でく、タト面し名》〈、k¢鮒t7（て光沢勧有一ず70。

　（顎脅苑。）

（54♪「ぐth　」。／ドじ》b，1く氏・赤い裏あ植物，

醐　木6・裏A一糎。

（殉　御ノ飯珍流｛魅む収露彦～F一ずキ疑熊語。

㈱「 ｻのよう（：（マーチv’毛時べ乞過ジ1芦んかよユtいう飽咋《）z
　乞畜vかtγて、途卯回診。
CiSE］）萸・昧拭引解’ぞ言を㌧・，

働ゆ二七肋前㊧飛んゼVお蝿擁。fv5。
（60）甲虫ヒ覧譜弓種Pt虫。

（6ρ　≧躯が甲虫。

し6又）JA　a尼。あ拶、当ゴう羨字が掛書ソteっ3ソ｛2へ・ラ（v。「ジ

　うジうJへ」じ毛壱う。

〈63）ド珊按塚漏／会舘ぞ磁タン毛ズカ■言・マVhb．間違。で覚kマい

　ブ・ラ／い．

（64）　間違っ・τら’苔い玄一v

し6ケ♪々良ひ島痢。

（6ω葉容のあ

〔ち7＞雍落（っケ下す珍｝と1ガ。

し621二幸客の）〉一しゼ。

（6？1穿湿し術可み｝り♂。

（707穿写し杓！初）しば。

（フD　ty　＄｛・対可るLzば。

伽　eソvグシテ」（鴎｛マ）■毛開きヒ撚b。
くv3）　六野あ／く＼の）t（ゴ。

（74）　同上L。

（7ゆ　同上。

σ6）「三郷弁」．

（ワワノ　「下書7s」の薦・，
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囎気取，r東回弁．
（79♪　同上．。

〈90／詫刀く途切払マN．・’う。

（別「 ｳ」の薦嫁。

rgz？　＜ソ返／。

（曾の煮嫁不明，

e4♪六彦的弓森現のつitソ君ヵぐ．亥艀呼ケ畜し烈ぽを・マい守い。

〔D5）じむ｛う」や「わう」ぞ秀行須・鐸，杉黛。

〔26）　ヒ値」

t27）駒6全俸がゴム裂ρi霞轍し。琢℃売が三八1ので＼》A£フ粁・ヵぐチの鼻かも

　〔胚旧い。

tX9）ピ申ずkf　．と彦う。雪の上te＊／＜時じ穿くPラ憎し．

（＄？♪町r曳力秀「依田悌ウ官アでん”の経鴬1マいる1苫の雇1号。

（7の　「杉vτ夢」。身一しつ＼プ汐〉と・

（71？「肥やロゴブ」yvうPt　tci・　．慢：所かうん糞吻稀じ入t／N　・田畑（・撤13

　叡ラ可＞t。

〔9P人島。

（アのt？4う　＼、ず麻莞地．名。

（暦／ナ也名。

（9Sフ「菊正．bVうし》う乞’fマルシm－」じ診・・間違え一τ・・多。

㈲メ勘雇暑。

囎ノ「麺1誉」。相即ひ宅う＞Li一”文句三つ寸彰ソワ庵九乞ず診）と。

㈲「 nお〉（ずん」v｝こゴ磁㌔壱親」っ穿ソ衣の釈盗指可．t「　（うYめ，・

　の＞L。
（圃篤ろ／《六vk前。

（回ノ「|昂」．「re　」r）とブかぐ、考右右の葬ゼ㌧あう。

qOス♪店くかうの特，雇品。

t｛の）㌧じヤv・創。7い）ど」，「いう・うう診で・㌧ど。。

d　etl一）録盾湯確きき遼／イVカコeッコヨメゴ“，・　t聞｝九たカぐ、9iとぞ’

　も橘し碓力励回忌「カfッコaメゴ・⑦よしっ劉、ヒ顔《美い
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　）Yで右うの碁芦々審」の薦・味。

q殉蓮髭峯。

α殉盆バあ・πし）3（ワ・そ・〈書2ヤフ・マt芽ラ）ヒ・

d・7／c雨晒〉《御／茜、％・9〈r　pm・f：）い梶ワィσ正吻・気・・耗つか

　みY4・L　？い、内器幡潔泌9うな）〉一、？x・es兄ip　｛i々・〈　P・　＆・s’　8♪”sc多

　い。イニ人A又・多《鼻後バ々r’。あ、

（t・・9）「才トコ。痛，マいるが、「才ンず抄も・澗選い．夫必兄葬の景

　復｛・々・ttぐ些守＊N、そ躰しつづザで詫指’ρ・5ど毛が五人ど彩イμっ九。

　そ）で、こ・r寡ぞσ膳人つづ、ナて々の子ど王しもつ）t←享．π。

　そ（マ景論じようヤ〈男r子が嘘嘗撚匹，

（｛吻　じカス海どか「カズヤン）とか呼んでい多。瀦題の嵐・5ρ呼尼，匹バ

　正式th名前熔不明．
（ロ。）1一 Cli・iが乱

酬）9旨咤穿珍飽疎がのかうびか，㊧うtv、。
（【閃フ／＜訊函野労恢，

Cli3）’”’ ¥勝気．、∫ヰ風」　o・　）t。

縣）感恩の本社ぞ。

d修）「 PトさVlのし／マ」。㌧1っ穿イモ，トでい15Lゾ毛b（マa

d（6）「 ｻ二し．」の意啄，

脚）病んだか」．拡声器防〉どか・。

tl・IB）養殊千硝．

U酬い1艀町、島疹堂の町k’？1’一つ。

好20／Ba．尾3，

・｛・p「 J入転純崎施復ゼ馳乃〉と（・して、面面嶽彩麓隠る）

　Ye
Li　；zz）　だ糺ぬ寸じ．いき》ソ（つ。

u23♪ピ沁Oハ尼前。

q冷㍗嬬脇．吻、窄プヌ方の寡の親防が脅。〈．ラ醜ぐみ・・の可

　⊃と。　尋九、そPtラ萌。

（湾）「弘、入ソ初め」。痴しで説明があうようじ、「門λ胚」Z伺C，

　　　　　　　　　　　　　一131一



式し・々昏約マb＝）L．as琢ソ丈わ（をく
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（12ら）「ID画立4」．



　　　　　わた　り　　　　　　　　わた　　　　　　　　　　ちょうあらはま　　　　　　　　　りII．宮城県亘理郡亘理町荒浜

信正藤収録・文字化担当者加



A　り又鋤セ点とその方言につの一て

／　地点名 宮城県亘理郡亘理町荒浜

．2収録地点の概観

　　位置一宮城県：東南部

　　交通一仙曾から東北本線・常磐線で約40分ノ亘理駅下車，バ

　　　スで東へ約3　kon，70今め終点。

　地勢　　阿武隈川の河ロめ南側に位置し，東は太平洋，北ほ阿武

　　　隈・糖へだ7マ岩沼市・仙台圏に対し，馴ま亘理町中心部ヒぞ

　　　あ｛励標高ノ0・～200倣め阿武隈it陵の最北端状横たわり，南

　　　は沼・謁および’海岸ノ〕＼平野状福島県：境へと続のて1）る。県下一

　　　湯暖な地域。

　行政区画一この地方ぱ古代陸奥のasカ・ら石城囲に分割され，¢

　　　世は亘理氏の支配，近世は仔違氏の支配下となる。亘理に樫達

　　　の分城…Jtx“置賜れ，荒女ばその亘理俘達氏の知行地であった。

　　　明詣22年に，北隣の高須加墜落とともに荒甜寸ヒなリノ紹和ノ8

　　　年に荒湊町となる。昭和30年に荒浜町〔ス、ロs4s4メ、），亘理町‘ノ』

　　20／4人）7i逢隈村（メ、ロぎノ43人）吉田村0＜ロ和14人）とが合併して，

　　　亘理町となる。

　戸数・人ロー昭＄s94年9月／臼で，戸数6262戸ノ人ロ27％4人。

　　　年々増加の傾向にある、

　　主な産業一逝：世．町武隈円の河ロ港として，内睦の福島方面，

　　海を通Uて遠国との廻船で栄1え，た。現在は半漁、，半農，南にあ

　　　るう潟，鳥ノi葱にお・げるカキ，ノリの養殖がなされてのる。

3　 Y又録した方1きめ特色

　①方言区画上の位置・隣接諸方言との関係

　　　　宮城県の方詠ま，東北方きの中で・も，山形県内陸評や福島県

　　　と同δく南奥羽方詠こ属すると一さ・れてzls・り，全県下．鰯手違藩
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　　領のため，県内の方言差は・あまりなのと・きれている。　しカ＼し．

　　県北のアクセントル）ある方言と，仙台＄・よび県南めアクセ．ント

　　のなの方言ヒに大きく分げること状・できる。さらにノ県南でも，

　　福島県境方面にば単語なビある程度，福島方言が侵入してのる。

　　収録：地方の方言ぱノ　￥め県南方言のうちノ県境ぼど落しくはな

　　のが，若干，福島的な現象もある。しかし，大きくぱ県南あ代

　　表：的な方言で’あり，袖台方言などヒ似た性格左：持フマのる。

②音韻上め特色

の隔ビエ。巫別せゲ臨とr駈漁里．と「荊調
　　じに発音すゐ．実現棟る音声丸棘言吾の旨、と「m＝の
　　中間的なものより，やや「エ」に逝しの〔eコ〔〔…］？“あるカぐ，　これ．

　　・訟の桔の工綬音一殉駐剛であるので，。の方菖はワ・

　　表欠くことにな，る。

　tユ♪　子音と結びっのたイ竣音と工綬音とぱ各．行にわたって区別za’

　　あるものの，　イ津要脚1妾中舌の［iコ，　工鰻：音はよ：述：のようにせま

　　の［e■益］で・音声的には・近．の。

・3・㌧．と「スも「茜と完，写」とヘジ」の区別規ず，

　　陳．と「茄子．，痴事」ビ地図。，ド乳．と怯」な践同
　　／）N　1＝発晋する．実現される音声は，東京の㌧」と「ス。の中

　　間よゲス．に惣沖舌避盤特っ［、｛lk■6。耐［赴訟〕などで

　　ある。凍らは，体系上トス∫ス・」”、ソ．とのうことになる．

　（4）上記夙外め行のイ闘将ヒウ峻音はそれぞれ中含め置コ，中舌

　　の〔殿コで音声的にはかなり適5）が，一ノ芯区別ぱされアいる。

（S）「奄V・・」「ジ。」与制にあたるもの状長音，短音と右，ほとんど㌧

　　“ス∫ズゾソ．に発音棟る．「縁矛。〔snt’・d。az・d。・cVcコなと・．

16）ア段鼻に丑騨独音節のエが単なる連w音r7エ。（東京語の

　　「アイ」「アエAにあたる）は規則的に広の「x　一」　［ε：］になってお

　　り，本来の～n■er⊃と区別さkる．たとえ鶴蝿［hεX］（捌

　　［he：〕と区男llさ・〉昇る）。　こ）拠ぱ各4テに，わ：たって見られる。　こ1の

　　方言には夙i，tC，e，　o〕のぼカ・に。のような圖もあるめで’，6
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　個の紐昔芭持つことになる。
・ワ・「「?。の音が摩擦で発音され降コとなる．たと之ぱ声言う」

隔司，「お湯、近・翼コ．・暗・ち「図、など蒜パ礼旙
　［dz畝］と区矧」さ・れる．「ヨ」「エ」につのても，　まれに，あるのば

　かすかにこめ摩擦め聞ヵ＼さ毅る。と斌ある。

19・き龍鰍外の力行9・寒行音1祝原則として，有声化し∴竹．

岨禦コ，「働幌倣艮d・ユとなる。。れ嵯の世代で纏ん

　である。ただし，無声母音に接する場合，促音，溌音の直後で

　は有声化しなのめかぐ’普通である。

（9）　語頭）ゾ、．外のガ’7dラ昔は鼻音である。　した斌って，上記の力行の

　1有，声イ｛1音と’才区男iiされる。

d・）語頭以外のダ行音・ザ鼻音・バ行音は，直前に軽い鼻音26半

　。℃たヒえ魁「魁一纏。］／ひざ露油垢ズ曳［励・］

　のようになることがしば’しば’ある。これによって，ダ行音は上

　SZ　C　8♪の夕行吾の有声化したおのと区別さ〉挺る。ただしノこ）の

　率：蚤の鼻音芭イ会う現象は．老ノくのみ㌧ しヵ＼もまったくメ：見楽弓的とのう

　わげで・ばなく，　：⊃の録：音にお・のても時々しカ＼虎｝われてのなの。

鱒　　逆に，語によっては戸あず’げる」E「アンツケル”，「首」2

　t「クソピタ」とのうように鼻音プラス無声音ヒなる傾油へもある。

　　ぎ　　　　ひ
（12）@セ．ぜ」ぱロ蓋化して〔∫e■ge〕，［d5eコと発音される・

θ3・y”　rギ・1加磁化して翫「ジ・に近・・［・班㊥几［抑のよ

　うに発音きれるが，本来のnチ」ばRソ」，「ジ」‘よけズ」　と．’発音さ

　れるので’．ミ昆乏しは7生じなの。

㈱㌧・にラ行部所る場合，促音的に［∬コ・説わ輔。たと

kば「帥■∬・eコ，紬らな・・」ε∬雁コなど・

（15プ　アクセ．ント

　　屠．」と「橋」なとご三日5りすることa．〉な・の，無・アクセント方1き

　である．その時の感熱や言・竣わしで，語にその場力・ぎりの高

　低めっく場含・もあるカミ，一般にけ平らかやや，尻よ＝がうのイ’ント

　孝一ションである。
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③文法上の特色

　｛わ　重わ詞の活用に関イ系するものとして，　ラ行五段や一段動き司に

　　「カう。「ケンドモ∫べ一∫トキ．などが接続すると，　”vaッカラ。

　　降ッケンドモ∫降ソペ∫隣ット千」のように促音便ヒなる。ほ

　　力個別的に’ボ歩〈、カド歩ッ丸，箸く．が「エンカXな

　　どとなる。

｛2）撃手，意志ともにt「べ一」単軌う．　“N’　一　。が吾便で「ぺ。と

　　なる場1合は：前述の通りである。

　‘3）　過去．完了だけ畠でなく，現在の強調，存在の石雀認などに”夕」

　　E使う．たと；しば’「居タカ」（居ますか）。

　（4）　過去の回想，大過去に「タッタ」E用のる。

　（s）　9的格E示す格，助詞”Xnにあたる6のば使わず無助詞であ

　　る。この位置にt「本バ踏む」のようなt「・㌔択現わ・／t・6こと6

　　あるPt’，こ〉拠ぱネ各勘詞とのうより，麗しろ強調の係助詞と思わ

　　れる。

　t5）　主格塵示す場合・も比較i的無．助詞が・多の。内省による文う去調査

　　でば「cヵ。」「ワ」t「ア」などが得られるカも録音茎勧察すると，主

　　格の無助詞傾向も事変弦のことに気ブカ・れる。

・ワ・方簾示す助詞に「サ」があり，共通語め「A．d）　1：li　th・皆初

　　の一部（凍京に。など帰着点，「机の上に。なと存左場所r蓬び

　　に」なと雪下）に使われてのる。

　（9♪敬語はあまり発毒してのず㌧特に文中め主語になつマωる第

　　三kへの尊敬表現ぱほとんど・使Ub・・IZてのな‘）。

c9，命令や勧誘哀マのねのに表現する「読マイソ∫読マ、，セ．ば

　　比較的多く便わ，れる。ただし，後治ぱ福島方面からの影響か。

（1・・てのぬ・改訂は「行ギス。喩ミス。のように蓮用形プラス阪。

　　状用いられマいる。
　fll＞間：段助詞にぱt「ナ」「ナレ」リサ」「シャ」t「ネレ」なとこがあって，

　　⊃の順にぞいぬのの度合状強くなって行くようである。ヲヤ」

　　の発音は㌧知と㌔ヤ。の中間音［9・・コである．
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・…終勘凋めうち：，今や．が註つ．凍’ボよ∫磁ずだ∫じゃ

　勧か．などのニュアン国乱別つ．こ・挺に推量・当然バベー．

　のつt・た「ベッSn　e使われて‘・る。

4　♪二丈選定のi理由

　①　仙台市ぱ都会で方言の残存度が少・ののでノぞの郊外め当地左選

　　んだ。仙台の北ぱアクtン｝，イントネーション状秘台と：異なる

　　ので．南イ則の郊外婁選んだ。

②この町1ま，担当澹状昔屠住し，また非常蔓力どして高校に勤務し

　　たこ）ともあり，仙盆市夙外では・最も土地め茎羨子塑知っマDた。

　③　5’0辱．Sl年にイム台市の〔蚤側で加藤力ぐ収三乗した会き吉【・ま，録音・話

　　題ともよ・柁のでばながつたので，の券，ここに変更し「・．。O

　　は，熱心で早発な現地の世話係（教育委舅会め末村氏）が得られ

　　マ成功した。

9作業分担
　　ここに収録したものぱ，’協力治佐藤和之，状録：音作業E行O，文掌

化・｝主は担当蒲の加藤正信が行。た．なあ・，文字イとし砧のの原塙

　ll，後IW，加藤状録音を再生しな斌ら全部話浩に点検，確認E乞の

修正した．またノ佐藤も録音ヒ文字化原縞を照合し意見を述べた。

B　表：記につのて

　音韻記号としてで’はなく，発音式めカタカナ裳用のてt）る。！埼殊

な勧につ・・マ仇次に箇繕きで示す。（）再ぱ，A3②「音韻澄

め穿三色一」にしるした事象の工義目で・ある。

①％と㌦。、㌧。ビズゴジ．ビズ、，　「t・　、t「ツ、などの音声

　ぱ中間的である状．一応，「エ」　teス」　「「ズ」「ツ」なビにk・E一一一しr＝。た

だし，特e：　lth　vきりした，きれいな7．～ベジ∫先Ut聞力・れる

　場合はそのまま表記した。（V（3）

◎zac＞Eε；］は「ケブ」「テブ止し，「ケー∫テカなどと区別して
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　示した。（6）

③「z　llなどの摩擦の強のものは「端と表記した。？して㌧主」

　で・その旨音声記号などで示した：場合6ある状，多くば下の共通語

　翫の単語との対比で見当をつげることになる．（ワ）

④　語頭以外の無声子音の写声化ぱ，録音で聞きとれればカナに濁

　点、差施した状，程度め判定に闇題も残る。中ば有声化した程度の

　もめ1証原則としマ燭特車つけてのず，また，特別な記　吉用Dマ

　のなの。（δ）

④　　：ガ’行の鼻音｛ま　「カQ」「ギコt「ク％のよtうに表言己した。

④　本来のう蜀音の直前に現われる軽：の鼻音は「ヒソザ」めように「ン“

　E小書きにしマ示した．ただし，判定に迷う軽微なもめが多く，

　また歩頁度も少＼な’の．　（フ。）（11）

⑦t「tZ」　「ゼ」のロ淳化音はヒヲェ」「ジェ」と表記した。ただし，特に，

　「ヒx」のように聞こえ，た♪易合のみ？のように表言己した。（？2）

⑧　「キ」「ギ’」の一蓋イとは多少X　）しってもt「キ∫ギ」で表記した。ただ

　し，特に「洗「ジ“・i：大変近・腸合の易物ように表記した．㈲

④語頭の［55鰍㌧・と早言zした。（／4）

＠）　bl音の無1声イ乙は’と，きと“き聞か、｝搾るカぐ，特に声pEっ1ナてのなの。

⑰アクセント，イントネーションの記号はつけてのなの．（IS　〉

C　収録内・容の概言見

1　タイトル　　　i．篭話交換嬢とのデート」～8『アイスキャンデーとお婆さ柘

2　銀音年月g　　昭和ヨ4・辱12月20N

3　録音場所　　　宮城県亘理郡亘理町亘理　中央公民館

ヰ　話し与め氏名・性・生年・職歴・居住歴・言語的特徴など

　　内う毎春吉（男）大正8年3月28欝生まれ

　　　　　　荒浜生まne，荒決育参。荒浜尋常高等、1、学校卒業後，

　　　　　半漁、・半農のかたわら農’協そめ他にも勤務してOたこと

　　　　　　eあった．戦麟中2鋤まど関東方面へ徴：用に行ってのた
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　　　　ほカ・ば荒浜だげに居住。方言X多く保右し，しかも詰が

　　　　はっきつしてま；・り，言告題も面白い。

三郷しヴ（女）大正7年9月20日生まれ

　　　　　荒映生まれ，荒畑育ぢ。荒浜尋常高湿小学校卒業後，

　　　　電話交換手差つとめ，荒浜町間に嫁す。’他に居住し曽たこ

　　　　とばなの。夫ば郵便局勤務。声に張りがあり話し方が生

　　　　き生きしてのる。方言ぱ普通経度持ってのる。

木村精一（男）大正7年IO月6E生まれ

　　　　　荒訣・生まれ。荒浜尋常高專：小学校k卒業後：，宮城師範

　　　　（仙台）を三主として亘理郡《の・3・学校に教員として勤

　　　　務。仙台圏に数年勤務していたとき茜含めて大部分荒浜

　　　　の自宅かち通勤．呪二品育委員会イ。勤務。方さ保存ぱ，

　　　　他の2人よクやや少なW）し，話しぶり1凌やや沈んだSig　lF．

　　　　回し争としてより、むしろ紹介：老，世話役ヒしで協力し

　　　　てもらった。

5　録音環境

①同席者

　　　各話題とも，常時上記3名の話渚と周又録酷藤湘之．話渚の

　　うち木村氏は最後の2つの無題夙夕霜録音中ほとんど発言せずに

　　同席。

　②　話看3，名1まふ学校：時代の同級生で．気のみげなの同士なめで．

　　大変スムーズに自然に話がぱずんだ。特別な話題や詮の流れを決

　　めず，ある程度自然に語せた。同級生斌寄り集まったせのか，話

　題は昔〃）匙の出回状多くなった。

③外部とへだてられた新築の公民館の和室で録音し，各自タイピ

　　ンマイク9使用したステレオ鎌音。1録音状光は良好。

④録音時間は連続／時間。
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ゴ　電話交換嫉とのデート

心し争

（略多）　　　（良　，名）

　A　　内海巻吉
　B　　志づ郎　し’：ブ

（性）　　　（生　算）

男　　穴馬δ年生3れ

夕　　 大正7年生まれ

A

B

A

アー　オラー　エWケ

　　　みれ斌　色気

アエズ　ノ＼ズ’ガズガラ

あれは　ノ＼月から

（A　ソ）　　スズ’カ。ズニ

　　　　　二月に

エツカゲズガ’ンツーノー

一力＼月間というあの

ソーシテ　ホソニ

そし［て　 ぼんヒに：

ンダゲットモ

　だげど’

デソワ

電話

オメァー＝ラ　アレー

み前たち（，OV

ウッシsガラ　ミデ

後から　　見て

　　　　　スオミラ・ソタモンダッタ

　　　　　し1蕊“ら》拠た＝ぞン◇・だ’つた

　　　スボラッタカモ

　　　しぼられたかも

ハズメデナンダォン

初めてなんだ右a）。

　　　　　ハガ’マ

　　　　　袴（を）　はのて

　　　　　　ホン＝

　　　　　　ほんとに　，1）忽れた

デカ。ゲ’ダ　　つ1コタ“オソナー

娼力＼か。た頃のことだよな。

　　　　　　　のハス・マッタンダ．才ンナ　　（Aソー）　才ラ

始ま，たもんだもんな。　　　　　わたしは

コーーシュージ3サ　ヤラッテサ（Aンー？

　講習所へ　　やられてさ、

コーシ蒙『　ヤラシxラッチ（Aンーソー）

講習E　（受1ナ持⑰拠て

　　　　　　　　　エッカゲズ’ガンツノ

　　　　　　　　　ーカ、月間とし）うもの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でゑラ
　　　　スソネァゲ・ソトモヤー　アラマサ

　　　　知bないξすれじもね　　荒挟しに

　　　（Bフソ）ホンドギ　アノ…

　　　　　　　　　その時

　　ハエデ　アルグドギ　オラ　ホンニ

　　　　　　歩くβ号　　みノ抑よ　ぽんとに

　　　ホレタ　モンダッタナー

　　　　　　　診のだ’つたな。
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B

A

B

A

B

A

‘笑）　7ダ　コレー　ホン：．

　　　　また　　これ　　ぽんと1（。

ボステ　マダ　ホンニ　デンワ　カゲッツード　ホンニ

　　　　　　　そして　　また　　　　　　電話　　　かげるとい〉と　ほんとに

　　　　　　　　　　　　　　ゴのコエ　ナソツーカ“ワヒ瓜ランニヱがッタ　モソダドや

声〔閃何とのうη・忘れ旅なカ・。た　　初だ設よ．

⊇監エ　又ワクチャバ’バ’ニ　ナッテ

今　しわくちゃ挙に　な。で

オダゲァニ　コレナ　（8　ンー♪

劣、．互のに　　これぬ

　　　　　　この
」廷　ハルサン　カワンネァノー

でち　巻さん　変わらないぬ。

オメァう

み前たち　 ゼれで’も　な・んだ

ア・ソカラ

あるカ＼ら　　のの’ナれと“右ね。

デンワバ’ンコ㌧　ナー　アノー

輝直言舌番号（に二つのて’まぬ）

　　　　　　　ぐめ
エタンダエットモ

のたんだ”ナれども

（Bンー）ステアドーアレー

　　　　そして

リヤデ　トッタンダェナ

，屋で　　取ったんだ’よな

ホガデ　ヨン　ヨンズークバンツノ
　　　　メメズメベ
ぽかで・　　　　漉フナ九番とのうの

ワカンネァワナ

だめだ’，ね。

ホンデモ

それで’も。

アノ

上

ホソデ丑一ナソダ’（Bフソ♪　コ工　工一ガラ　　ハリ

　　　　　　　　　　　　ノ毒・（か⇔　　c）のカ＼ら　　（声に）張り（7・バソ

ェ．一ヶンドモヤ　（Bソーンー）　アノー　　瓢’マダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　当蒔　sだ

　　　　　　　　　　オラ　ンー　　セリバ’

　　　　　　　　　　さ、れば　　　　魚市場に

　　　　　ヨンベンダナンテ　　　　アンツケラ、ソテナー

　　　　四番だなんて（縁起憾の番駆）　あずけられて＞Qa

　　　　　　　　　ヨンズークバ’ンツノ　アノ　クス

　　　　　　　　　　OP十ブ乙番と．　Dうの　　　　　薬

　　　　　　デンワベンゴーネ　（Bンー）ソエズ’

　　　　　　　電話番一ラ　　　　　　　そtC

　　　　　　　　　　　スンジュー　　クロー　ス）レ

　　　　　　　　　　　始終　　苦労　する
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B

A

B

マxバソ　Lz・・　　“　：一　（8　Z⊥二♪ホエデモ

毎晩　　 泊ま）ぞたカ＼う　　　　　　　　　それ芒

カゲ’デァ　クテ　　トマ・ソテタンダモソ

かケたくて　泊お？のためだ占の。

アー　ンダ’ノ　　（ハ　ソー♪　ダレノカ“ノ　タカハスノ

ああぞうなのe　　　　　誰の（声）…。高橋の

Tグデァグデダヅチャ　（A　ンー♪　ミヨコノ

聞きたくてだ詳ねe　　　　　みよ5の．

スンジュー　クロー　ス♪レッテ　ダ’レモ　トンネァガ㌧タ　　モソ

始条冬　　　苦労　するとのって　誰さ　　取らなかった　　診ん

ダエ　（Bソー）　ホースタッケ　アレ　クスリヤノ　オヤソズ

だよ、　　　　そうしたら　　　薬屋の　親父斌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆオレ　トルヅツテ　ナソダッツ、ソタランバ’ヨク　ナオつレッテ

あ濃訳取ると砺2の規どうしてだと賀翻したら　　よく　シ卸るvて

エツバン　　エーンダガラツ、ソテ　　侮笑ノ　アノ　　ホノ　　バ’ソ：コ㌧　　トヅ

ー番　　の・・んだカ・ら。て　　　　　　その番多褒取。

タモンダ、．タドヤ　（Bンー）　：オラ　ァエズL　キーデデ　ナル：ホンドト

たもんだったよ　　　　　　お・れ　それ芝　聞⇔てむ）て　なるぽビヒ

　　　　　　　くワノ
（葵）オモ・ソタッタ　　　i“ド　アッタッタナー　（Bンー）　ソー

　　　、題・つた　　　こと　あったつけな，

　　　　　　　　　　　　　　　ゆヨーグ　　コノ　ハノレサン芒　　ヨ　　ヨルブエ　　ナ・ソツート　デソワ
　　　　　　　　　　　　ノくべべ
よく　　　　春さん苔　　　．夜に　　なるヒいうと電話騒

カゲデ　　ヨゴスタモソダッタ　　トマリデナー

η＼1ナマ　よこした右のだ㌧7で　　一i臼りて・・ね。

ンダー　オラ　マxニス“　トマッテダガ’ラ　（B　：ポソニ⇒　 ソー

そうだ　お・〉挺は　・審濤　　う白まフ？たカ＼ら

　　　　　　　　一匹　　　　　　　　　　　　　デンワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電詰警
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A

B
△
〔

アー　ホンダ　　ミヨナヤソラモ　エダンダナ　オンナ

ああ　そうだ　　みよちゃんたちお　のたんだ’な。

旦コナヤソノ　＝コエ　キクテァクテ　カケテ　ヨコスンダベッタヤー

みよ子ちゃんめ　声（状♪開きたくて　　加プr　よこしたんて“し♂う鵡

アンド町勢ネ。ンダアノアノワダ伽ラ丑キッタソ
あめ瞬　　　　ぞうぞなのんだ’　　　　あれ？　亘理杁らわ佼換参バ族てのた

ダッタナー　ワダリガラ　（Bアー　ウン♪　ソー　（Bクソ）

んだ’フたな　 ：夏理力＼ら

　　　　　　　　　　ぴ〃
ワダ’リカ”うそ：　千テデ

　　　　　　　　　　　亘理力＼らち　末：？の？一・・一一一一一一一。

ミサチャン

みさ：5やんですよ。

　　　　　　　　　　　　　　　でにウ
オラー　ナメァーモ　ツシャネァ　カオモ　シャネァソダ　　マズ’

お・れは匿．名前さ　知らなの　顔b　知らなののだ．　だの

モ立
のち。

Z　ミザナ上∠
そう　　み「ごrちゃんた’㌧

主，と　ホシテアノーフタンデ　デートスル　ヤクソグステζβ笑）

ね　　　そして　　　　　二人で’　　デ㌧トヲる　　約．束套して

　　　　　　　ごノヨノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘヘへ爪シテ　アラヤガラダナー　ハラコメス　フタッツ　コシエァァ

そして　荒屋からだぬ　　はらこ飯妻　二露分　　イ乍っマ

ぐBンー）ステ　デンワデ　ポノ　　ンs一コーカイノネー　アノー　赤ρストン

　　それから電論で　　　「商工会の　　　　あのポストの

ドゴデタッテ　マッテッカラ　ツー　ハナス　アッタモンダがラ

♪介で　立って　循・っ？b＞るP＼ら」とのう　き舌カミ’　あった診んだカ＼ら
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（Bン→才レ　ス㌧ズ’コロ　ハラコメス　モッテ　エッタオソナth

　　　　お・れは　十時頃　　　はらO飯茜：埼っマ　　行ったんだよ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごノをノ
（Bンづ　　ズデンシャデ’　ホコ㌧　　トーッテ　アルッタゲ’ントモ

　　　　　　自転車て・　そこを　通って　行。たげれども

ン一軒ノジ。ノ　ヨーナモン　タッテネァド　：オモッテ　　エッショ

　　彼女のような危ぱ立ってのな6、と思って　　一生

ケンメー　アルッタッケ　ナンダベー　ハルサーンテ　コエ　カゲ

懸命に　自転車左動かしマいたら「なんだ春さん」って堀詰　力＼‘ナ

ラッテ　ミタラベ　オラヨリ　トス　トッテ　エタン外タ才ソナー

破て，見たら　お破よク　年電取って1）た幽だ・た部な・

ソノ　トズナー　ンダがラ　（Bン）バンサンL・．　ミェダオンナー

その　墨勝ばね，　だカ＼ち　　　　婆さ・んに　　見え，たもんな。

（Bンー♪　オラ　アノ　ァダリ　ズ’一ク　グレア　ダガ’ラ　ンダ’

　　　　　よ・〉浸は　あの　ヒ頁　　　十グ乙歳ぐち⇔だったカ＼ら。　そうだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐノの
マダ　ワゲァモンダド　アノ　ワゲ’アー　スカ。ダ　　スッタド
　　　ズズズスベベズ　ベノくうくメ

備誌）まだ　　　　　　　：若の　　峯盲　　してむ・ると

才モッテダラ　ボデネァガッタモンダナー　（Bンー）　オレー　アラハマ

思っていた弓　ぞうて・なかったものだ。　　　　あれは荒決

サキッタトキカオモコェワキーダゴ’ドアッケントモカオ
　　　　　　　　メメ　　ス
に　夫マた．時　　　（彼マの）声は　聞のたことがあるケれども　顔

ダゲ　ジェンジェン　ワがンネァがッタガラ　マズ’ガ．テエッタッタ

だヴは　全然、　　　分・カ＼らなカ、つたカ＼b　まちがって　行った

モンナヤー（Bンー）　ンナヨーナ　コトマデ　デンワー＝ツエデワ

ものだ’よ。　　　　　　そのような　 こ）とまで　 電1言告に　 つのて1凌

ホントニ　セ　ス：ソツーモノー　　オー　　タノスグ’　ホンニ・

本当1：こ　　斉春とe）うもの遠　　　　　　　　　楽しく　　　本当に
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B

A

B

A

B

A

B

A

B

オモシェグ　スゴサシェデ　モラ》夕弁アノ　アダリ

面白く　　　過ご團ざせて　葛らったな　あの　頃琶

ミットナヤー

見るとなあ。

ステ　ホノ　ハラコメス、　ナジョー　　ナ、ゾタノワ

そして　での　 1食らこ飯は　　どう　　　な・つたの？

　　　　　　　　　　　　　ぐノの
ホステ　オエテ　午下ベ・ソチャワ　、タダ

そして置いて　きたよ　　ただ。
　　　　　　　　　　　　ノ
シタ、ソケ　（Aンー）　ホノ

そうした巧？

ンー　アノ　ぐBアノ）　カノジョワ　爪レ

　　　　　　　　　　　へうん．　　　　　　　　彼『亥一ば

（Bンー）　アド

　　　　あヒはてべつに伺「も）。

二才　　ミネァデ　　キタノワ

顔も（ろく◎見なρで（帰って）来たの？

ンー

うん。

アノ　ミサナヤン　ヒト　ミサチャンツー　ヒト
　　　メメズメメベメメベ　ノくズズノ　

あの　　　　　　　　　　みさ右やんヒいう人

アンドキ　ニジューサンダッタガ’　スタラ

あの珊　 二十三だったカ＼　　　そうすると。

ニズーサン　ケアー

ニナ三　　かの。

ソー

つん’。

カンゲァーテ

汚えて

ホラ

ウゲ’卜・ソタダケデ㌧

受けとった7ヨ’｛ナて“

　　ク
ネレ　（Aソ♪

ぬ
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A

B

A

B

A

ボス・ソト　オラヨリー

そうす ると．　議・取より。

くゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にの

ヨツツモ　　ヨゲーナソダエ、ゾチヤ

twつき　　　余計なんだったじゃな・のの。

ヨ・ソツガエズ’ズヨゲ：タもタンダオソナー　（βンー♪ンー（Bソー）

切っカ＼　五つ　　余計だ’つたぎの：な。

オラ　マタ

お＼れはまた（b。ヒ芳のピ思つマし｝たか1・）．

爪イズつエベグ　午一デ
それを　　　声1；ゴカ＼り　　　聞のて。

ホンダ　　ホンダ　ホーン　’＼ソ　　　　ウソブダガ’ラ　　ホレ

　　ぞ）だ、　？うだ、　そうだ’よ．

B　ドゴニ　ハラコメス　フ　“・～

　　　　　　ばらン飯　　xつ

　　カゲ’）レ　千ニ　　ナ・ソタッタッテ

　　かサる気，1：　なってf

A　ノ　　㌦一rvい、・一v　唖工　“　ン

（僧門ぱ）「う6ぐhだ’っフミえ八ら。

E・ソテ　爪ステ　モーション

符っ？　　そして　モーシ3ソ葱

　がソメ“　　　コノ　ハ♪レサソモ

そ，オZ．　あっちは　　年よ11t’右のな．

　　にか
才メフー“t）一　aコ　チyコサシェデ　才ガンネァサ

　　　　ぢタこ　ちょこ　　さセ＝て　　みカ＼れなのよね。

オメァ　エロケノー　デハズメツノ　（δ笑）　ホンニ

　　　　色気の　出始めとののば　　本当S。

ナニ・　スッカ　ワゲワガンネァガンナ（B笑）　（A笑）

イ百｝一襲　　　す轄るカ＼　わ，ブ’力蛤ノタ〉カ＼らなのカ＼ら）勘。

だあでほう。　　　春さんb。

（Bンー）　才ラミデァ　　フ）ンニ

　　　　　毒、れみたぬ若造に

ンダゲ’・ソトモ

　だけど

（B笑♪
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　注記

ω　しさコ．「ものAにあたる。「モン」のようにも聞iえる。
t2・「「Aラハマ、慌狭）の「ハ。の子音状聞きとれな・・．［A）か．

｛3）〔w⑳e破破鱒曾sコ。

件〉　話渚A，「春吉」　の嚇，愛塞く。

ltS）「Zリ・もぱ魚のせりEする所，河敵力・の，魚市場．白分はその

　　魚市場に勤めてDたんだが，その魚市場の電話番号力ぐ……。

（6）「買投Oツッタランノもの部分1笈薬屋の親父ではなの他の人が主語。

｛7♪　「タッタ」は過去の継続，完了，，石崔窃忍，回想なと“t＝用Dる。

191t「?ル”の頭音ぱ摩擦の［4コ．

（9）　苦のことを思・の出そうヒしての，る口き周。

li・）現，亘理町の中心地，収録地荒羨の面約4キロ。当時，荒安町と

　　：亘理町は：合併前で別の町で・あった。

tll）大変目立っ尻上りイントネーシ。ン．このあとが聞きとれなし）．

（）2）　［GGEZ一”2£］．

θ3）料理屋め屋号。

θ勢　籍圭の虜Pをま方ミした弁当。

as・・乗り物などで，出離ナたり，あちこち行くこと。共通語の「走弼

　　1走り凌わる」にあたる。

a6）　阪、ソタ」は「してのた」の縮約形。2行下の「キッタ」　も「未てt＞

　　r＝」の縮約肱ともに，過去め継紘石欝忍の意。

1171険一催量）と「外、（強意の終助詞）の複合したeaで∫当然の

　　；となカミら～だよ」　のニュアンスのヲ董意の糸冬助詞。

as）　『：ネレAば：「ナ」よりややてDねいな闘：段助詞．「”Q　”「で・すね」1；あたる。

（19）頭音は摩擦音　6b　［8a　］。

f2・・㌦工諭。．は，㌧。ナヤ．（強意）よりやや柔力・・憾助詞．如生なと・

　　が多く使う。

偉’）　　対称イ→ず名言司　「層一2ヲ、ま　え」　　’こ由ラ1ミ～する間玉茎i：言司。
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2自転車で土手n＼ら落ちたこと

争
聾し
曙
A
B

話
一 　（Pt　名）

内海春吉
本郷し1プ

（性ノ　　　（生　辱）

男　　大正8年生まSC

　　　大正7年生ま）ft

A
　　　　　　｛1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tユ］　　　　　　　　　　　　　　‘3）

アド　アズクラ　　ホ5　アノーフーリン　ナンカ　ナラシ．エ

れてあ￥こら迄電　ぼろ　　　鐘　　なんか　鳴わして

アルグ　ド’ギ　ドテコ　アルッタモンダヤ　アノ　ハルサーンヅテ

（自転軒）行く跨は土SE行。たbのだ。たよ。　／そ沸と）審さ一ん」。て

アス汐がラ　オメァラ　　　バガニ　スナガラハンカズ　フッタンダ
　　　　　　　　　　あそこから　あ、果たちカミ’（おれ笈）からカ、のながらハンカチ笈　　振った

べヶンド　（B笑）　ハンカズ　フラレッツート　アダマサ

ようだった1ナど　　（若ρや性に♪ハンカチE　振られるとのうと1　頭力ぐ

キタモンダオンナー　クルクル　侮芸）　メサギ　マ・・クラニ

カーッとな・って　　（目力ぐ）くる〈るとして　　　　　　　瑠の前が　 まワ日音・に

ナルモンダオンホレ　ホースット　ズデンシャデフーリソ　ナラステ

なるものな．　　そうすると　自転車で　鐘叢　鳴ちして

ア）レグツード　オラ　カラダ　チッ先アェ　爪一ダカ“プ　アス

走ってし〉＜と　　　　お、り2Lは　　体力ぐ　　　ノ1、　さ　し、　　　方ブざ：ウ、ら　　　　　足力ぐ

トドガネァがラ　ホ：ノ　コス　ヒンマゲデ　ヌッテ　アルグズド

とビ・かなのズハら　　　　　　牌褒　　ひん曲’ナ“て　乗っマ　　 矛〒くと

（Bフン）　カノジョニ　ナンダヤ　ハルサン　コス　マゲデ

　　　　　　　彼マに「何だよ　春さ’ん　．瞬透曲ザ了
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B

A

B

A

　　　　　　　　　　　　
ヌッテ　アルグカ“ラ　　ス“ワッタンデ　エメーヌご　ダウソダモソ

乗。　“r　走るのIP　”と　言われたんでイPt・一ジダウソだ右ん・

ンダガラ　コッツノ　ホ｛ガラ　　アノー　ベリギ　カゲ’デ

だから　　こつ参の　方から　　　　　　馬力目っけて

ダリョグオ　ツゲデ　ソゴノ　メァ～ダゲ　サ～ット　スセーオ

惰力表　プナて　船の　前だ・ナ　さ一・ヒ　姿勢蓬

トドノエデ　ポノ（B笑）ノ・ソテアルッタモンダゲットモ　メァー二

　　　　　　　　へ　　　整えて　　　　　衆っマ行った診んだ。たけビ　前に

　　　　　　　　　　　　　　　　のショーガエプズ　エダソ　ホデナスデ　ウッづ・ヤ（笑）プツゲデ

障害物解　あ。た漉気がフかをωでそれに　　ぶフウて

ドデガラ　タダギオッタゴド　アッタッタがラヤ
ニ虹今町蜜豆う　　ア三たき落ちたこと　 あったカ＼らな。

アー　（Aソー）　ホイナ　コド’モ　アツタンヌで’一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そんなこと右　あったのね？

アッタ》タネー　（Bンー）　モド　アレー　ドデサ　エロンナ

あったもんだね。　　　　　　　昔は　　　　　　土手に　のろのろな

モノ　アゲッタモソダエッチャ

ものバ上ゲマあったもんだよぬ。

ンーダネー　（Aソー）エmエロネー

そうだぬ　　　　　のろのろ憎みのが）ね。

ホイツァ　オメァーメブノ　ホー　ミネブデコッッノ　ホーパガジ

それ芭　　　　前の　方を見なので　こっちの　薄ばかリ

キー　ツゲテソダモ：ソ　ハールサン　ナンテ　ハソカズ　フラレン

気を　つけて，るんだ右の　「春さん話などとのってハンカチ密　振ら双

ノデ’　（B笑）　アダマ　　コッツノ　　ホーサ　　キテンノ　　メーノ　　ク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バxべて　　　　　　豆更力ぐ　　こっちの　 方（（：　　穿てのるの目のぐ前次）

一151一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔の
マ　マックラニナンダガラホーテアノー　ホェッづ一ヤ
ズズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆへ

　　まつ暗になるんだカミ’ら　ぞうしマ　　　　　それに

ホーテ　タダギ才ッタゴド’ア・ソタッタ：がラヤー（Bンー）

ぞうしマ　たたき落ちたことが　あったよな。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘8♪
ズ’デンシャノ　リーム　ヒンマがツタノ　ヅリジリ

曲転車の　リムがひん曲が。た碗無理に

（B笑）　ホエオ　ハヤグ　ソコントコロ

　　　　？RE　早く　？：のPt　x

ネァケァ　ナンネンダオン　カノジョノ

なければなうなのめだもの。　彼＃め

ヒドエモンダッタ　ァソ　（笑）ぐBンー）
　　　　　　　　　♪くXX×X
’ひどいもん7．N’っ’た。

アッタンダオンナー

あったんだもんなあ。

　　　　　　　　　　ぐの
　　　　　ノリアゲデナ

　　　　　粂り上ヴマな

　　　　　　　ホシテ

　　　　　　　そしマ

　　　　　ヒ・ソバッテ

　　　　　ひつは。って

シカエガラ　トーザカソ

視界力・ち　遠ざから

シカエガ’ラ　　ンー

視界かう。

　アエー　ズ’ダエモ

　ああωう　時’代’も
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　謎記
d）　「アズ・ク．」　は㌦ちそこ」　の意．

1・・「tーリン．は風鈴状の鐘魚市場め開始結1デるもの℃言舗Aは

　　魚市場に勤めてのマ，それを鳴らして町中に触れ回る役などもして

　　いた。

c3）tナラシテ」の「テ＝の子音状弱くほとんど聞き取れなの。

〈4）「煤@9　）．は［t・・e・：・］．「論．ぱ［卯・コの・t＊ずて・ある状これが

　　し〉っしょになって［dz｛£し⊃ヒなったカ＼。

lS♪除デナス」は「放題なし」からきたもの。徳慮分別がなく」「無中で』

　　「「＄、かまのなしに∫気状っカ＼ずしなどの、意。

㈲　「ンィツ坊（そのっに）の縮約形。

17・土与の上に8LC＞てあった障害物・自転車諌：り上1デて．

（2）　方言の語形ヒしては　「ギ’リギ’リnで’あるが，　＝）の地爵，め音声でぽ

　　辱了fな預］と聞こkる。無理矢理に」「カブくて“」の意。
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3芳夫婦の御年始

話し手

（誌3）

　A

　B

　（氏　．名）

《海春吉
本郷しザ

（性）　　　（生　年）

男　　大正8年生まれ

　　　大正7＃生まk

B

A

ワカエドギナー　アノ　ケッコン　スタ　トソジサ　ウズノ　ズッ

芳の召靭まな，　　結婚した　当瞬にぬうちの　実

カサ　；1一フグロノ　ズッカサ　（Aン）　アノ　ゴネソスニ　エリタ

家へ　浮腰の　実家へ　　　　　御年始に行。た
ノサ　（Aソ）　ムがスノ　ゴドダガラサ　（Aンー）アノ　フタンデ

のさ。　　　　昔の　　ことだからさ，　　　　　　二入で

ソロッテ　アルグッツゴド　アノ～　エマノ　ヒトダラゴッタラゆ

そろって　　歩くヒのうこヒは　　　　　今の　　人たちだったら

フタンデ　テー　クンデネ　（Aン）　アルグノー（A　ナントモ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～二入で　手を　租んでぬ　　　歩くの
　　　　　　ぐの
三轍）　諏ゑ　ナントモ　スネデ　へ一キナモンダゲ》
　　　　　　　　　　　　’何とも　（気に）しなくて乎気なもんだケど’

トモ：　ムカシ　ソロッテ　アルクッツーノー　（Aンー）　ハズガス

　　　昔ぱ　　そろって　　歩くとのうの1食　　　　　　　　耳心ずかし

エモンダッタモンネー

のものだ㌧たよね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆケ・ソツっ　　ッツエテ　アルガッタモンダナ

億は2後ろにつのて 歩のた畳んだ㌧たな。
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B

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
ー“　オリデサ　ミナミハシェダガラ　（みソー）
そしマ　　．岩　ラ召、駅で　　　　戸i条りてさ（実象斌）南長谷だったから

ホ・ソカラ　ホノ　ア）レグンダオソネ　（Aソ）　ズー、ソト　マズ

鷺から　　　歩くんだδのね。　　　ず㌧と　まあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　での
エスごり　ツカグモ　アルグンダオンネ　‘Aン）　エワノ　セソガン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一里　　近くも　　歩くんだもんね。　　　　　　　　　十貫
　　くの

ムラダカラ　ボレ　センガ’ンノ　ミナミハシェダガラ（Aンー）

村だから　ほら　千貫村の南長谷だから

ホースト　ァノ　ドー臼コー》：ズ’ヤ、ソテル　才トコヒトラ　ホノー

でうすると　　　　道路工事をやっている　男の人達かご

ンー　グヨーカ。ワニ　エデ　アノ　ドーロ　コ：ソエデルワケす

　　　】萄倶lll：こ　　　のて　　　　 道路を　⊃しろえ，ているわけrさ＝，

（Aンー）　ソースット　アーエヤ　アノー　スンコンサン　キタ

　　　　　そうすると（彼等が）あれよ，　　　　　新婚さんが　未だ．

総ン∴審㌃1∴芸ζ；（A　ヒヤカ“スガ’　　　　　！＞v＞xへ冷やカ，しか？）

　　　　　　くの
ヅヒャガスア、ゾテづ’（Aン）　ハズカ“スグ　ナッテワ　コンド

　　　　　）令やカ＼　して　さ、　　（私紡旬耳巴ずカ＼しく　なってぬ，　こんど

リョーホーサ　ミギド　ヒダリサド　ワがレデ　ソステ（笑）

（天正は）等方へ　　右と　　：左とに　　別れて　　そして

アルッテ　ソステ　アノー　ゴネソスマワソ　スタモンダ・ソタ

歩のて　そして　　　　御年支台まわ樋　した吉んだった，

ホントニ　ぷ一

ぽんとに　ぬ。

ホントニ　エッショニ　アルがネァカ’＼ソタモンダナー

ぽんとに伏婦ぱ川っしょに三越＼なかったうんだな。
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B

A

B

A

B

A

エッショニ　ァルグ又一ド　（Aソー）　ホンニ

のっしょに　歩くヒいうと。　　　ぼんヒに。

ノ議㌧㌃（B館誌ぞ）㌃慌鴛弧

　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ8ノ
ハルサンラ　ナジョスタモソデカ“スタ

春（吉）さんたちは　ど’うした6んで’した？

オラー　ハナレル　う一ユーヨリ　オラー　アノー

お・れは　離れる　ヒのうより

ノンデアルッテワ
ぐ酒幻飲んで歩のてぬ。

リヤ（笑）リヤカーサ　ノヒェラ、ソテ
XAXXXX

　　　　　リヤカーに：　東せられマ。

リヤカーデ　ムゲァ＝　キタッテワ　（8ン　ァ）

キスタドナンテァガッテナ
　　　　　未ましたよとlbマ上がってね下駄が脱げなくて，

エレ・ソト　ボ’一ンテ

入れると　 ポーソと

トンデモネァ　ムゴ

とんでもなの　　　婿力ぐ

リヤカーで　迎え、に　来たよ．

ナッテ　アノ　エグズドー　　　ホッツ

なんマ　　　　行くとのうと　　　そっぢに

　　　　　　　　くの
ネ　オラエノ　がか’ノ　オンツァソ　ダがラ

1ね。　うちの　　女㌧房の　 お＼じさん

オナズダベ　コンド　オズ　才エダガラ　ド才エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～岡じだろう。こんどぱま・じ　みいだから，

　　（’の

　　　　　　　　　　　　　ゲダ　ヌゲネァゲクテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

リヤカーダ，タワ

リヤカーだったよ。

　　　　　　　　　　オンツァソ

　　　　　　　　　　お・じさん’が

　　　　　　　　　　　オレモ

　　　　　　だカ＼ら　お＼れにとフてもお・じ＄んと

　　　　　　　　　　　　　ゴネンス＝

　　　　　　　　　　　　　御＃tSに

　　　　　　　　　　　　　コンド　ツカラ

　　　　　　　　　　　　　こんど　カX

エンナガサ　ゲダ　フットンデイ（B笑）

象の中に　　下、駄が　すっヒんで（行く）

キタモンダ　ナンテ　ホステ（笑）（Bン）

朱たるんだなんて　そして

コン：ニズワー

今日は

　　　エタオン

　　　のた6ん

　オンツァント
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　　　　　　で　
ゴヲヤカ”ッタ　モンダッタナ　　（B　ンー）ホーシテホゴデ　　コンド

叱られた　　右のだったな。　　　　　そして　　　　こんど

削回ァー　モデル　モノヤ　（Bン）　アー　才メァー

　ね，　　（あれfあ親戚に）もてるものぬ。

ノマセラッテ　ヒッ
　　　　　　　一δ酋を）飲弄せられて

ヨメゴノ　オメァー　モゴダ　モン　モデルン　ホレ　ア㎜：オメブ

嫁御の　　ね、　　　婿だもの　　　もてるんだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びのツビッビ（8ン）　サー　メンドーダガラ　ナ・ノケァナサ　ケセブ

晒のさびさび　　やクてさノ　面倒だ．から　　大きなのに　下さい

　　　　　　　　　　　　　　　　ごノヲジ
ナンテ　ホステ　ホンド　ゴーダラ　tットラッテ　（Bン）ホンド

なん7の。てそして　こんど　　　　　　ひつとちえ，て　　　　Oんどは

ヨメゴ　，才メァ　　リ　ぐ笑）　　リヤカーデ　　ヒッパッテ　　アルグ
　　　　　　　　うくべぺ
嫁御ね，　　　　　リヤカーで　引フ張って　歩く、

アルエデダッタナぐBソ）　ダソブ’ラ　ホンニ　才ラ　ミデァーナノ

歩のたっ1ナな。　　　　　　だから　ぽんとに　お・れみたのなちのは・・…㌔

ヨメコ。　ヨメコ。サンカ．　リヤカー　　ヒニッパンノ
XAXx入xx
　　　　嫁御さんカぐ　リヤカーを引っ張るの？

ソー　ヒッペッテ　エゲサー

うん　引フ張って行けよ一」とのって。

サー　ヨー　ヨー　（A笑：）　（笑）

それはまあ　まあ。

ソーZ一コト　スッタンダ　ンー　（Bン）　トナ）レ　トンデそネァ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうのうことを　していたんだ　　　　　　　　　　　　とんでみなの

モゴサ　（Bンー）　ンー

婿さ。
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　注記
・・つ・ラ。1ゴ妨わ㌔・ッタラ。・デことだったら∫のだ。たら．．

｛2）　よく聞きと＞hなし）カ㍉「何とも気にしなのけ）｝てビも」の意らしの。

（3）院にくっついマ」と表現しマ‘）るバ，「二人で並んで・歩力・ず，妻状夫

　　め後筋る程度間隔齢、のて歩のた」の意味．「アルがッタ．は陽く．

　　め　自、然　・　自発升多ノ　過去。

（4）地名。南長谷郭落．収録地点の亘理町と阿武隈｝1臣へだてた北隣の

　　岩ラ肺にある．東北本線岩沼駅の面南約皿キロメーFル。

｛9＞鵬詔コと言のかけて止めたもめらしの。

‘の　蜆岩沼市の面南部e明詣22年に千貫村は岩沼町1で合併した。

…［◎鯛贈a腕・］。「冷やカ・し合う・偽ちちこちら施・令やカ・す・。

（8）掌ガ’ス」は「です」にあたるて⇔ぬの語。t「デガスタ」はその過去。

（9・「K坊・ギ蝋にあたること幌毎、「妻。の急．また、面と向か。

　　てロ乎『びカ＼1ナる♪易合にも用のる。イセ人の班親や妻tZつのマ吉使う。

〈1・）働詞の連用形＋ス．はてのぬ‘歳事ρここは物過去．

1〃♪「Sソヤグ」は「叱、る．．1め急、「変飯を焼く」あ5のな「業を焼く、（「業

　　力備える”の意）に聖慮するか。ここけその受身・過去。

G2）ホ亡の盃でぢびちび飲んでいるのぼ面倒だから，大きなもめ（茶碗

　　かなにかりで’お・酒御下さ。）。

θ3）　意味不詳。
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B

話し手

1醗ク

　A

　B

4ねずみのお汁

　（氏　名）

再海春吉
本郷しけ“

（性）

男

＃

　（生　年♪

大正8年生まれ

大正7年生まれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆホラ　アノ　（A　　　）　カソポーシャゲキ　アノ　アラハマサ

ぼらあの　　　　艦龍射撃が　　　荒映に
クル　クルナンテ　エワッテサ（Aン）　ホンドギ　ンー　ヨナが
XAxべ

　　　夫るなんて言われマで　　　物時　　　夜中

ッツーゴド　ァルンダ　ムガス　グヤカーナンテ　ネァーがラサ

とのうこともあるんだ　　昔岐　　リヤカーなんτ　　なかフたかろさ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にナニグルマサ　アー　アノ　ニモツ　ツソデオ　ヒトリムスメバ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノくメア荷車に　　　　　荷物歪積んで　　一人娘琶

オソブヅテダオソ　デンキヤノ　ウラ・z　エダガラ　ぐAン）

み∂もマた診の　電気屋の　裏に　のた刀の

ハガデンキヤノ　ウラニ　エダガラ　（As／一ソー）　デソキヤデ

芳賀電気屋の　裏、に　1・たかう　　　　　電気屋で

コンドモ　ス“エーニニンダオン　（Aアー）ホエッチャ　ジュー二xン

チ併　　十二入だもの　　　　それに　十二人

ノ　コドモノ　アルガソネァノベがり　こグルマサ　ノソェデ

の　子・侠の　歩’ナなののばかク　　荷車に　　乗セて

アド　オブーヤズオブ》テ　コンド　デンキヤノ　アノー

あとas・んボす好は6・、3ぐって　こんど　電気屋の
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ハゲアダマ　アー　ナワデ　アノ　ニグルマ　ァノ　ヒッパッテ

禿頭ぐ・鍬がフ　縄で　　荷車笈　　引，ぱ㌶

（Aンー）　アド　オラエノ　オドーサンワ　アノー　カソズボー

　　　　　れて私の家の　主人ぱ　　　倖の）梶棒笈

トッテ　アドー　オナゴヒトラ　ウ、ソショー　オスガ1ダ　ステ

取って　それかう　すの入たちは　後ろ　　　押し方　して

こモツ　ヤマニ　シ・グリョーヒンカラ　ナニカ；ラ　ツケデアノ

荷物X山に　食糧品か5　　何かう　一piナマ
　　　　ゆズ’ングースツ　ヤマサ　ニゲダデバ　（Aンー♪　ホーステ　アノ

神宮寄の　山へ　逃ゲた。てば。　　　そうして

ボーフープー　アノ　ヤマダかラ　リヅパニ　ホッテデネ　（ハンー♪

防空壕を　　　　山だから　立3侠に　 ：掘ってぬ

タダミ　シエデデ　ソステ（Aンー）　ホーステ　ホゴノ　ヤマサ

畳1｝E　敷のて　れて　　　　そうして　Oこの　山に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆオラエノ　才トクエノ　ヤマサ　ニゲッセァ　ナンテ　デンキヤニ

私の契の　お・得愚守んの家の山に逃ゲなさの　なんて　電気屋に

エワッテサ　（Aソ）　ホゴサ　kゲデ　ぐAン）　ホーステ　コンド

言われてさ、　　　鷺へ逃ゲて　　　そうして　こんど

アサーン　ナッテワサ　ニゲテ　シタクタッテ　エノレウズ　アサソ

朝に　　　なフー7さ　　逃ゲぞρてすった己んだしてのるうち　　朝に

ナッテワ　ホーシテ　コソドワ　アサゴハソ　ソコデアンド・ド

なってぬ。　でうして　こんど’は・朝御’飯達　そこで　あの跨

アノ　カェゴ　オエッタンダモンナー　‘Aンー♪　ホゴノ　ウズデ

　　蚕裳　みDて陶。て）br：んだもんな　　　　そこの蒙で

（Aソー）　ホステ　コソダ　アサー　ゴハンダッテ　滋一ジッコロ

　　　　　そしてこんどぱ朝　御飯だ・て　十時頃
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ジュージッコロナンダナ　サケ　ソコノ　オバ’ンチャソ　エー

　ず時頃なんだな．でしたらそこの　お・ば’あちゃん状良〃）

オバソチャソデサ　アノー　オスル　ニデアゲッカラ　ナンテ

お・ばあ：参やん’で・さ一　　　　　　あ・汁E　煮、マあ1：ヂるから　なん～言って

ステ　ゴ八ソ　ワダシラ　アノー　　ベソドー　モリテ　キタンデガス

そしマ　徒P飯　　私ら　　　　　　弁当笈　　符って　きたんです

ナソツッタッケ　ソデ　オスル　ァー　ニデ　ァゲッカラ　ナンツ
　　　　　　　　　　　　　　　ベメノくノくメ
なんて言読。1九それではみシ捲　　　～贅、てあゲるから　なんて

ッタ・。ケ　アノ　ザイゴ　ァダリデサ　コエナ　オッキナ　オケサ

苫・たっけ巳。　　　田舎　あたりでさノこんなに大きな　桶に

モロミ　（Aン）アンWニデ　オグソダオンネ　（Aソ）　ミッツ
　　　　　　　メメメメ（勘の）あ碗　　　 ～敵みくんだ莇ぬ。　　三つ

グレア　（Aン）　ナラベデ　トB一、ソト　ホェX“フタ　トンネ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノくX×♪くX　　JくXX；く♪くXK
ぐらの　　　　並べマ，とろっとした右の，それ産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの
フタ　　アゲ’デオエデサ　ホテ　　　シェ・ソカク　　カンマガサナクテ

蓋を逃げてみのてさ　そしマ　しょフ参φう　かきまわさなげれば

ナンネンダオンネ　（Aン）　ホステ　ァノー　エモダ

ならなのんだ芒んね．　　　そレて　　　芋だ

ナンダカンダッテ　ナスダ》テ　エレテオスル

何だ　　かんだって　茄子だって　入れて　み汁を
　　　　この
モ臼ミバエレデ　ゴッツ才　スルンダ才ン係ン）

さうみ迄　入れて　御馳走　するんだもん。

∋メサン　ホノ　モロミ　カキマワスッタッケ　オラ

伽嫁の）嫁乱斌物もろみかきまわしてのた・け。私は

メズラスエがラ　コヤッチ　ミッタノサ　ホスタッケ

諺〉しのカ＼ら　　こ：うやって　見てのたのさ。そうしたら

ナダエゴンダ
ノくXべ

　　大根だ

ニデデポノ

以てのて物

　ッタッケ

　そうしたら

　コヤッテ

　こうやつマ

　モコーツッケ

　むっくりした
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ケー　ハエタ　タワス　ミデァナノ　コー　デテ　キタンダナ

毛の　生え，た　たわし　みたのな右のカミ’こ）　鵡て　きたんだな。

（Aンー）　ナンダガドモッタッケ　ネソズミ　（A　アー　7一　ソー）

　　　　　　　　　　　　　　何だヒ　思ったら　ねずみ／

ネンズミ　モカーツケ　オッキナ　ネズミ　ウルケデワ　（Aン…）

ねずみノ　むっくりした大きな　　ねずみがフκぶく〉挺にな。でね

デテ　キタノ　ホーシテ　コンド　コイツ　コノ　ヨメゴサンカ。

出てきたの。　でして　Oんビ　でれ芭　この　お＼：嫁．さん’が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
ホテコノ　ミッタカ“ナンダガナドモテ　チつツキ　ミッタンタ“

　　　　　見てのたがと“うカ＼とノ匙って　　　おらちら　　，見てのたんだ’

コエ　ミネァブリ　ステ　ホ、ソ今ノ　ホー　ミ・ソタ、ソチャワ畠ソー）

（鬼は）これを見なのぶクして　　でっちの　：俗輩　見てのたよ。

ツァケ　ホイッバ’アノ　チ・ソトリ　モッテ　キテ　エレデ’

そうしたら（線閃それ（ねず雛　　おりとり気海って　きて　入れて

ササーット　千悔デ　エ》タンダ　コンド　ホレ　：カメサ　ボノ

ささ一つと　消え、マ　行ったんだ。　⊃んど　　　　瓶に

ドソプロクバコー　zレデ（Aソ）　ソスデモッテッタノサ
ど．5ぐろくを　　こう　λれマ　　　　　　そうし、て　　才寺って行ったのてy

（Aン）　ホーステ　コンド　モッテ・ソテ　コンド　ホノー　ホノー

　　　　やして　　こんど　符っマ行っマ　こんど　　　　その

モ：ロミバ　コンド　オツユサ　エレルンタ三ッづトヤ　仏ンー）ホーステ

もろみ苞　こんビ　一あ・｛汁に　　入れるんだよ。　　　　　　そうして

コンドァ　エロエロ　ンマソーナンダッケナー　ニンズソヤう

こんど　のろのろ　うまそうなんだっけなあ　人参やら

アー　エモヤラ　ササギャラ　ナスヤラ　エレヂサ（Aン）ホスデ

　　　芋やら　　ささげ“やら　茄子やら　　入れてさ「，　　　　　そして
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A

B

：オベンタヤン　ホェ　ツ沸ネァガラ　（Aン）　サーサー　アラハマノ

お・ばあちゃんはそれ知らなのから　　　さあさあ　荒湊の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こぽノ
オベチャンダズ　オスノレ（Aンン）デダがラ　タベサエンタベサエ㍉テ

みばちゃんたち　み汁が　　　　できたカの　食べなさ‘）食べなさの。ぞ。

ナンダ　オ1ノ　才スノレ　（Aンー）　タベランts　Pンダナー

なんだ　その　お、赫ぱ　　　　食べられないんだぬ。

コノー　ネスごミノ

　　　　ぬずみの…・

’ンー　（笑）　ンー　　ミネアンタ“ラナー　　エーゲ’ンドナー　　　　ンー　ンー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見なか。たのならな良眠のに）な。

アシ　ツショ“　ナッ｝　モヤントナッテ　ケー　ワートナ・ソテ

（ねずみの♪足が恥く　なって　　　　右・や一つとなって　　毛力ぐ　　わ一　となつマ

エンノー　（Aソーソー）　ミデ　スマッタカ”ラ（Aンー）ホェズデンキ

　のるのを　　　　　　　　　見て　　しまったカ＼ら。　　　（ところ双つ電気

ヤノ　　ノフーづ一ヤン　 オ丸エスご　　ツミノヤーネァノサ　 （A　　　　 ）　　ミネァ｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋の　かあちゃんはそれを　知らなののさ　　　　（ぬずみE）見なの

かラ　（Aンー）　ホこシタッケァー　タベサイーン　タベサエソテ

から。　　　だから　　食べなさの　食べなさの。て

ズーノサ　 （Aソー）ナンボ’デモハラ　ヘッテンノヨ（Aソー）
　　　　　　　　　　　　　　ド　書うのさ。　　（私は）‘）＜らでb　履力ぐへ。てObのよ。

アー　クルマ　才ス　ステテ　午テワ　（Aンーソー♪ハラ　ヘッテス

　　　　車　押聴して家てね，　　　膿は～て・吼，

オ・ソパイ　ノマレッペス　（A一二）　ダカ“ラサ　ハラ
（赤ん：坊には・）みッぱの茎飲ま収てしまったようだし　　　　　　　　だ：カ＼ら　　虚弱は

ヘッテンダゲットモ　コノ　，ネズミ　（Aンー）　ミダガデフ

へ。てのるんだけれど右　　　ぬずみを　　　　見たカ＼ら
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ナンボ　　　　　サ　ヘァン，ネ7ソダワネ　（Aンーンー）　　ホーステワ

　　　　　　のくら　　　　　　碑夏に）入らなのんだ’ぬ。　　　　　　　　　そうして

コンドワ　ナンツッテーウソ　コエダラエーガナトモッテ　コンド

こんビは胸　！何と言っマ　うそ毛　ついたち　ののかなと思・ってノ　こんとい

ナンダガ　ハラ　キリキリット　エデ〉クテー　　アノ　シヲグ

何だが　腰がきりきりと　　痛くて　　あの食が

ススマネァンダデバ　ナンダガ　　フズンベナかラ　ハラ　オガスクテ

進まなのんだよ。　何だが　　昨夜から　膜．が’みかしくて

ナンテ　エダサワ　（Aン）　ダッケ　アラ　ナソダベ　コンナニ

なんて　言ったさ　　　　　そしたらあら　なんでしょう　⊃んなに

オイシー：馬ケ　コンナニ　オエシエノ　タンベネァ　ナンテ　アノ
　　　　　ぬグ　ヘノ　へ

あ、のし傷…一こんなに　み》しのの　食べなのなんで。

タペサエーンタベサエン　ナッテ　ホノ　オバンチャン　ンメァーガラ

食べなざの食べな亡のなんて　￥の　　みば㌧あちゃんぱ　　うまのカ・ら》

夕べサエーン　アノ　ω笑）　　パラ　（笑つ　アー　オッパイ

食べなさの　　　　　　慶（へ。て）　　　お・，ぱ6・S（赤ん坊に）

ノマレッペス　アンダホンナニ　シテ　エングヨステ・ソコダー

飲惣マしま讃でしょ）し，あケた　ぞんなt＝して　遠慮してる⊃とは

ネァーンダカ“ラ　　才ラエデ　ダレモ　　キ　　ツカウ　　ヒト　ネブンダガ’ラ

なのんだから，私の家では誰も一蓋使う　人ぱなのんだがら

夕べサイツ　タベサイン　ハラナント　エテァノナンテ　スグニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食べ擬の食べなざの旗なんて　痛、，のなんて　すぐに

ナオッカラテ　（Aンーンー）　ハラ　ヘッテ　アノ　ハラ　エテァ

謝るからつて　　　　　腹がへ，て　　㈱。朋夏の痛の

ドギモ　アルガラ　タベサィンテ　ズワレルンダエッチ？　（Aソー〉

日斉も　　あるカ＼ら　食・べなでのう了・　言われるんだよ。
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カーンネァンダ博ナ　アノ　ネズ’ミノ　　アノ　　モク、ワト　スタノ　アノ

備緻喰椀な・・んだ払ぬ。　ぬずみの　　　むくむく。としたの

（Aソー♪ケノ　ナンダラダラト　ナ・ソタッケァノ　（為ソー）

　　　　軽め　　　　　だらだ’ろヒ　なってのたっけ。

コー @tr一ミタッケワ　（Aンーンー）　トートー　カネーワコンド

　　　毛三見たっげぬ。　　　　　　とうとう食わなかったよ。ぞ液から

テ　コノ　ボ’一クーゴーサ　ハエッテ　コンドタダミ　スカッテン

　　　　　　防空濠1に　入って　こんビ畳下敷力破マ峡ん

ダガラ　ポ’一クーコ。｝ン　（Aンー）　ナカデサ　シテ　コンド

だ鵡　防空壕の　　　　中マ憶，そしマこんど
コソドモ　ネシェナカ。ラ　アノヒトアナーンシテアンダゴハソ

子株を　寝かせながら　あの人（電気屋のかあ外ん）がどうして　あなたぱ御飯を

アノ　タベネァーノ　ツーガ’ラ　ズズ’ワ　ネレー　デンキヤノ

　　　食べなのの　臨うから，実は　ぬ，　電気屋の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げノカーチャンバ　　カーナヤン　カーチャン　　テユーガ’ラ　　　（Aンー♪

かあちゃん菱ピのつう）かあぢゃんかあちゃん　と言っマのたから、

ハテ　　アノ　　カーチャン　　ネレー　　アノ　　ズズワ　アノ　　モロミノ

はて，　　　　カ＼あ右やん　　よ，　　　　　実は　　あの　きうみの

ナガサ　コエナ　才ッキナ　ネズ’ミ　ヒトツ　ヘァッテデ　オラ

中に　こんな　大きな　ぬずみかーっ　入ってのて　私は

アエズ　ミダ・ソケナ　ナンーボニモ　アノ　ハラ　ヘッテルンダゲしトモ

あれ産　見たら，　どんなにでも　　　腹．は　へってのるんだけど

カンネァガ’ッタネー　ツタレバ（ハソー）アヤヤ　ナラ　ホェナンダラ

食われなかワたぬ。　ヒ菖。たら　（電気屋のかあちゃんは）あ糠！私そんなんだ。たら

カネァカ㌧タノ　マズオラー（A笑）アンダ才・7xデケレーぐ笑）

食わなかったの　ああ　匁、ノどうしましょ）。あなた　散えて下さ1）よ
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ツーンダ・ソチャ　（ハンー♪ダッチ　オシェルダッチ　アンダ　ァノ

と苫うんだよ。　　　　　だラマ　ン教えるとのったってあなた

オバンチャソノ　ソバニ　ベッタリド　ク、ソツガッテ　アンダ

みばあちゃんの　ぞぱに　ひ．，たクと　くっフのて　あなたは

エロエロナ　オハナス　ステンノニ　アンダ　ホェヅチャモロミサ

のろのろな　　お、書含奮　　してρるの1（：　　　　　それきi　　Sうみに：

ネズミ　エタがラ　カーチャン　タベサンナト　オレ　ユワレッケ、ソ

　　　　　ぬずみがのたから糊気屋の）かあぢゃん食べては‘かまぜんよと私計）れます杁つマ

ツツタノ　（Aソー♪　ホースタ・ソケワ　キモツ　ワリード・ソテ

言ったの。　　　　　　　　『そうしたら　　　　気オ奇・カぐ　ノ悪、のと言っマ

　　　ごノの
オウェーッテ　ヘブテ（笑♪　エ　エルンダヅエチャ　エヤー　エヤー
　　　　　　　　　　　　　メんベ
ウエーッて　　吐のマ　　　　　　いみんだよ。　　　のや　のや

アエナ　コトモ（Aンー）アッタシネー（Aンー）　エズデモ　　オモエ

あんな　こヒ6　　　　　あったしね。　　　　　いつも　　　思の

ダステ　（Aンー）コドモダツサ　キカセットユード（Aンー）　ナンダエ

閉して　　　　　　子イ共・たちに　　聞：わ＼せると，いうヒ　　　　　　イ」可だの

ナンテ　エマ　エマダがラ　ホダ　ゴワッテル　　木一デモ
　　　　スメノくメノく

なんて　　　　　のまだから？んなOと言われでのるが’　それでお

ゼータグ’ナ　　ゴド　ア・ソタ『ダエッチャ　　ナソテ　ム　ムカ“ス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スズベぜ’Dたくなことであったζ聯f紛あった。たよ。　なんて　　　昔

エクサナユーニ　ヒトノ　ニクサエ　ク、ソタ　ナニ　ホダネズ’ミノ

戦争中に　人間の肉さえ　食：。た∴何よ，ぞんなぬずみの

ツユ　ナンデモ　アンメァッチャ　ナンテ　コドモダツニ　エマ

お、写研らの）何で占　な二〉はずだよノ　なんて　子侠たちに　のま

バカニ　サレテ　エッケンド

馬鹿に　されて　いるけど。
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A　ダゲット　ナ　（B2二）左泣主エニ
　　だけど　なあ。　　　　お、れは食われなのな。
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　三主記

Φ太平洋戦争の終戦まぎわの話。

12・：N“」は随」にあたる力酪、助詞とe5よO，そこ溺鏑る係購司的

　　なもの。

｛3）地名。荒譲の面北方（海の反対側）約ロη・トロメートル。

c4）勧詞蓮用形＋セ。けエ）。はて・・ぬ1・な命令．

（S）冠うかく」。方さでは「始終」　「u　atつちSう」の意。

（9）日的格ぱふつう無助詞であるが，特に強調する膳にぱ係助言舶シに

　　「バ」を月『のる。

（7）栽々状その現場を見マ知。て‘・るカ・どうカ・気になって，嫁さん状

　　uSらの様子Eチラチラうカ・が’っマし・た。

19・lta・nb・sa5］，主として女・｝生が使う7’　L）ぬのな命令．語尾の4放妙な

　　鼻暗の響力・せ方か蠣微的である．以下，何回力・出現する。

（9）「fンキヤノ…一」から：こまでは旛入句。）々のt「カーチャンネレ」の

　「「カーケヤソ」と‘）う呼びかけの説明のため。

θ。，［　cew∂el？ユノ吐く擬音．
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5昔の子・供の様子

話し睾

（酪夢♪

　A

　B

　（氏名）　　　（性）

中海春吉　男
本く銀ド　しけ“

　（生　年）

大正8年生まれ

大正7年生まれ

B

A

B

A

B

A

ンダゲ》ト　ハルサン　メンコエガ’ッタがラ　ミソナニ

しカ＼し　，春㈲さんは可愛かったから　　皆に
　の
タッチャ

　さね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬクナランデ　ホシテ　エツバン　サエバットーダベ

（劇団並ボと　　　　　　一番　　　びりの方でしょう。

　　　　　β♪
オド＝ゴヒダズガ’ラ　オメァナラブヒト

男の子の中では　　　並・3ぐ指が

マジェ　ラッチ　　エダ’モンタ＼ソタ

混ぜられて　　のたもめだ’つた。

ムガス　マzカケ　ステネ
昔　　　　　前力＼’ナ　　してね。

ンー

うん。

キモノ　キテ　マエカケ　ステ

着物　 タ蓋マ　　与力＼‘ナ　 しマ’。

キモノ　キテ　アルッタンダ’ンダガラ

着物騒着て　歩のたんだったよ。

モチーラッ

壱てた

　　　　ダガラ

　　　　　だから

　　　　　　　　　　リ
ネァクテワ　才ンナ丈コニサ騨

な’くてね。　マの．31こ

（Bンー一） コ＝ゴ・ラ　　ソンテごク。ズ’

こob，袖［⊇を
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B
△
〔

B

　　　　　　　　ごケノ
ピカピカニ　又テ

ひ。カギひ。カ、’こ　　しマ。

（笑）ハナカンデソデデハナ　カンデピカピカニ　ステ（笑♪

　　銚かんで，袖で躯かんでびカ、ひ・カ・にして
　　　　　　　　　　くるノ
ピカヒ。カダ　ウーエー　ウルス　ヌッタ　ェジョーニ　コ一丁グ

“びかひσかだ’　　　　　　　　漆を　　塗った　　以よ：に　　　　光i沢力ぐ

アッタンダ（笑）（BX）旦　とダガラ　アノー　オラ　ガ’ッコーサ

あったんだ　　　　　　bとは。だから　　　お・れが学校ヘ

アルグ　　ズデブツーノー　　カサ、ソコ　　デタモンタ㌦ネ

行く　時代とのうのは　お・できができた赫だよね。

下読ζ傷で各線碧蕩義．び鍔芒妾篇）

デダンダズ㌧

できたんでしょうぬ。

カタ　カサッコト　ホレカ“ラ
X）くべXK

　　　オ5、で’きと　 それ．カ＼ら

　　　t7♪
メッチャ

目くさ〉挺。

ンー @トラホーム　（Bソー）　ヤ・ソパリ　アノ　セーカズ’テギ：一

　（ぞkに♪トラ爪一ム（1妨な汲）　　　やつ1ずク　　　　生う合的に

　　　　　　　　　　t9♪　　　　　　　　　　　　　　　　t9ノ
（Bンー→　　アレ　　ヌが　　タエダリ　　ホレガラ　　スカカ“ラ　　ヒロッタ

　　　　　　　　籾を　焚Dたり　それから　石少ミ洪から　：拾・つた

　　く　の

　　　　　　　　　　　　く　け　　　　　　　　　　　　　　　こぼう
エーズキノ　ツグリダタッテ　エマ　ミテァグ』　エーセーテキニ

　　　　　　　　　　　　　　今みたDに衛生的に
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B

A

B

A

　　　　　くノ　
デテネァガラ　（Bンー）アー　ムがス　アノー　カジェ　アタンネァ

できてのなのカ、ら　　　　　　　昔は　　　　　　風力ぐ　寝たうなの

ヨーニ　ステ　アメ　アタンネァヨーニステ　クラークベリ　ホレ

ように　してノ　｝i萄th　x“　当たらな・のようにして　　θ熱く1ま“カ、ク

ヤネノ　〕一バ’エオ　コー　ツヨグステ　ヤッテダモンダガラ

屋根の　勾配を　こう　強く　して　のた工んだから．

カジェ　アダソネァヨーニネ

風状　　 当たらなのよう1てね。

　　　　　　　　　　　　　　く　り
一Z　タデゲ1　一．シダベシネ
だって　お・風呂は’　たてかえ，しだったろうしぬ。

ンー @オフロ　コンド　タテケァース　ツーノ　クスグナンダ

　　　み風呂ぱ　　　たマかえしとのうのが薬なんだ

ナンテネ　（8ンー♪　ドwドロ　スノレサ　エレラ・ソテ　庶λ

なんてぬ。　　　　　ど’うどうすうめに入れられて

エマ　カンゲァット　ホソニ　キモズ　ワリー　ホドダエット

　　　　　　　　　　今，考えろと本当に増給姻悪、‘）ほどだ’ナど。

（Bホンニネー）ヌラヌラ　ツーノ　（B　ソエナ）　コェズ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベズノもうくスペ

　　　　　　　　　ぬるぬ，るし’てのるの：かご　　　　　　　　　　これを

クスリナンダナンテ　　クスリナンダ　ナンテ　タテケ》一ス

薬なんだ’なんて言。て。薬なんだなんてたてかえし湯弩。

恋汲歳　ソエナ　オユサ　エレラッテ　カオ　アラウかラワ　メー

　　　　㍑な砺にλ勘れで顔1E洗うの？“　目が
（Aンー）　ワルグ　ナルンダッチャネー　　ンダッナヤ

　　　　　悪、く　　なるんだよね。　　　そうさ。

アエナノ　ベカ物　 フエーセーテギナ　ゴドバカリ　ヤッテタモン

あんなことば’：ひリノ矛衛生的な ことばかり　やつ『てのた苔の
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　　　　　　　　　　　　ウダネ　　　ダガラ　　　エ～デ

だ’ぬ。　　だかろ　　狡で’

　　　　　　ぐノケノ
タカ、ソペ、ソづ一ヤ　　ブ’一ソト

たかうはずだよ。　ぶ’一んと

‘Bウン♪　ガッ：コーマデ　才・ソカゲテ

　　　　　学校まで罐切追のカ・けてi4ff＜んだから

ガッコーデ　　ジュギョー　　ステ　オワッテ

学校で　授業　　して

ダモソ　コノ　ヘブ　（Bン）エッ協二

だおん，この　蝿が

　く　
ナレ　コー　カサッコサ　　ヘアー

ね　　 こう　 あ・できに　　　史亀力ぐ
　ノ
ネンジ2一　　トンデンダガ’ラ　ココ“

年ヰ7　　　飛んでたカ＼う　　ここに。

　　　　　　コ
　　　　　グンダガラ　ζB笑）　デ

　　　　　　　　　　　　　　で’　　　　　　　　　　∂　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　マダ　ケァッテ　クルン

　　終わっマ　また　帰っマ　くるん

　　　　　　コダ’　ク、ソツxデ　（B笑）

　のっしょに　こんなにくっついて。
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　注記

φ［恥のれ漏．同愛が破た」「からか糠た、「ts　，、r。とした用詰

　　のつ1ナら》控．たJli緊どの意・n

（2）「
_法等」という語。

（3♪駒人達」．この場合医学校δff代だかう「男生徒」。この地方でぱ．

　　紛の子丁・　e㌧好ば一、に当たる場合，よく㌔のヒトは一…．

　　とC＞う表1魂をする。

・4）「：一．ピ玩は同じ意味の共通語形と方言形．これは言崎勤で・はな

　　くノ童言的な用法で時・々現実の会同に現れる。「「サ”は・イントネーシe

　　ンカ・ら見て吉終助詞ではなの。

q；♪　鼻．ミ十Eネ由にこすりつケるかb。

‘5）「あまえ、漏（対棘べ名詞に由心する間侵酌な遊び詞）かノ単なる言のよ

　　どみの発音か不明。

・7・「s　〈ちゃ」．a転か。訳註双ち。くちゃにな。マのること．ただ梱。

（8）1麹が3」X「ヌカ」と言う。（『日本活語迦図』参照．）：れ哀焚く

　　と煙」O“L多くで’て目1’：しみるので’「「メッづ㌧」になりやすのとのうこと：。

・9）「
X期は海岸などの砂sA．

㈹　訊水なと“で’阿武隈）ll　a）ilロから1海にシ充れた木屑なヒ“力蔦毎岸め石少浜に

　　才輸し返：：yれてカ＼わeゾてのる。

（lt）　聞きとれなのカミ㌧「忌め作りTs　6一一一uヒのうようなことE言ってのるか。

（1・）kタイ」ボ連用修飾にな御呼合．形容詞の痙用形に似た形となる。た

　　とえ，ば「ミテァグナル」（みたのになる）。

｛13）「竄ｫる」を方言で吟’ル」と言う。前璽の％サ．ノコ　デタ」6そのよう

　　に解すべきで’あろう。

㈱血温風呂の湯笈変え劣そのまま焚のて入るこヒ・
θs）摩擦音ボ入り，［7■e：］となってのる。

06）間段助詞。「ナ”よりてのねので，しかも親愛の情を込める・

θ7戸㎏ッ外淋「べ・。タU（強k・の終肋詞）の音便形。

dg・％く。は篇冠・り明鍍うに賠．

一173一



6学較二の弁当

話し手

（麟）　　（氏　名）

　A　　内海春吉
　8　　本多即　しけ“

（甦）　　　（生　年）

男　　大正8年生まれ

々・　大正ワ年生まれ

A

B

A

ベソトーナンテ　ツート　ドコガデ　オフルメァー　シタ　ドギ

弁当なんて　のうと　ビこかでお、：振舞の輩　した碕

アレ　カマボコナ（Bン）　アエズツメデモラッタラバ
　　　蒲鉾をぬ。　　　　　あれを　つめて　　さらったら

　　　のコレダワ　カマボ’コ

これだ　藷鉾．

ミンナサ　ミiンzデ　ァルグノ

みんなに　見せて　歩くの。

ンー　カマボコナンテす　ツメデサ　ベソトーサ　ソア　　テソカ

うん蒲鉾だなんて言。てぬつめマさ，弁当に　糠は　天下

エ・ソピンダオソ　ンー　マー　フソバ＼ソテ　ホノー　　メス　クードキ

ー畠だもん　まあふんぱつしマ。れマ飯食う曲。
水エズ’　ネァグ’ナンダド　才カズ　　ダエ　　クッタード　　ドナンダ

それが　　なくなるんだぞ㌧　おかず：が㌔　誰力ぐ　食った　と　　ヒ“なるんだ．

アー　モド　ベソトー　アッタ　ウエこ　ンーナ　ベソトー　エレ

　（ω）・は泥と弁当P〈“　あ＝た　上に　みんな1また）弁当双童切入れ

ルンダ　ハゴサ　ソステ　アッタマル　　ヨニナ・ソテ　　ジェンブ’

るんだ　弁当箱笈　そして　弁当状温まる　ように　　　　全部
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B

A

B

A

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
アノ　フグロ　ト　ホドエテ　コー　ア、ソタメラレルアレ　スット
　　　　　　　くメス
　　　弁当袋　　　　　ほどのて　　こう　　う品あら〉挺ゐ。　　　　　そうすると，

ニダヨーナ　ベソトーモ　ア、ソペカラ　トッテ　コー　フタ　アゲ

似たような　弁当も　あるだううカ、ら他⑭弁当副取ってこう　蓋左　開け

　　　　　　　　ごヨコ
ンダベー　　　　　木ノウズ　ホー　ンメァーモノ　アッタド

　　　　　　るんだううな　　　そのうち　あう　うまい物が有ったぞ（といラ。頃

ングベ　ネァグ’ナッテンダネ　ホダガラ　ホレモ　オモエデノ

（もれは）ゼうだろう。（みカ・ず塗）なくな。てのるんだね．だカ・ち　それも　思い出め

ヒトツダゲ’ットモ　ヤッパリ　メズラシエがラ　ヒトツ　クツサ

｛　つだ’lt）拠とごも，　やつは。り　　　珍しい　カ＼ら　　（みカ・ず透）一つ　　口　1（

エレルンダワナ　木ダコト　スッタ　モソダッタ　ベント

入れるんだよね。　そんなことをした　　もんだった　・弁当（については）。

群♪あ鷺嚇れる．と＿た）．

ネァーガラネ　ツステ　タダ　ゴハンダゲワ　ホレ　スミオ　エレ
　　　　　　　　なのカ＼らね，　　　　　ただ　御・飯だけ・は　　　　炭を　入れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
デ’　ソシテ　　アッタメテ　　ケラエンノ

て　そして　　ラ蝕め／τ　　もちうの。

オンパンキツーノネ　（Aソーソー）　エマヂモ　エマ　ナンシッタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霊・飯器というのね。　　　　今でも（あるよ）。今釘で温めてし・るが。

エマデモ　　ヤ・ソテッカ

今でも　　・やつマいるの？

エマ　ナソダベ　ナンダが　がッコーデ　コツ＼ン　アッタメルニ

今は　伺’だろう　何だか　　学校で　　御飯を湿めるに
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A

B

A

B

A

B

ナニデ　アッタメルソダベ　デソキスカワ　　ナンダガ　アラハマ

何で’　　　ヨ星めるんだろう。　　電気　ヵ＼な。　　　　何だカ＼　　　荒ξ集ω＼）

　　　　　　　　　　　　　　　　ぐのガッコーデアノ｝　アエズ　シタノワ　ハルサン　ツシャネァノ
学ネ交で　　　　　　　　あれ宅　　しているの畜，春、（吉）さんは　矢口らないの？

アラハマガ’ッコーデオンパンキ　ァノ　ァエズ’シタッツーノ

荒ミ知D学校で　猛飯9E，　あれ老している。ての碗．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホェマ　ナソダガァレ　オンパンキ　アェズァノー　　コハソ

今　なんだカ・　　謡飯器を，　　　　　一飯を

アッタメンノー　　アエズ’　シタッツーノ　デンキーンダガ　　　スミ

温めるの壱，　　　　　　して⇔るというの　　電気でして⇔るのか　炭

ナンダか

なのカ＼。

トェカグ　木ダニ　エマ　ベントー　モ、ソテ　アルがネァンダベ～

とにカ＼く　　そんなに今・は　　：弁・当奄　　特って　　行一か；なのんだろう。

ダ、ソテ　ネレ　ゲズヨード　スェヨービニ　モッテグノ　ダ・ソチャ

だって　ね。　月曜ヒ　　暗躍旨に　　特っマ行くんだ’よ。

モ・ソテグノ　　アー　ソー

（弁当壷）特って行くの？ああ　ぞう。

ンダホ：エズオナンダガゴハンァッタメデケラレルン罵
　　　　　　　ズズメ
そう．そ縫　　　何だか　御飯窟温めて　　栃うんだ・

ツーンダケ、ソドモ　デンキナンダガ’スミ　ツカウンダガナード

ていうんだiナど．　　電i味なのカ＼　炭を　イ吏うのカ＼：なヒ

気∵（A議キ心懸∵り渇くち振輪窪
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A

B

A

B

㌃害〔A上翻∴㌻）篇慕ア♪　一一

スミダオンネ

炭だものね．

ンダネ　スミスカ　ネェアソネ

そうだぬ．　炭しカ＼　　な・のカ＼らね。

　　　　　　　　　　　　　　　　エ∠．　コズガェ　ズンツァンエサ　　モラエサ　エグドキナー

　　　小使のお・じDさんの家に（x・揚を）もちし・に行くときね。

オユ　モラエサ　エグンダモソナ

さ・揚苞もらし）に　行くんだもんな。

才ユ　モラエサ　エッチ

お・面差もちいに　行っで…一。
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　注記

（1♪　両与の拳を鼻のよ：に壷：ぬ一て，「鼻高le　”という・仕ぐ・さ・をしたもの。

（2）効果的に温めるため，掴々め弁当袋（それぞれ色や模様状ついてD

　　て諸賜りで’きる）カ＼ら，　弁当箱彪耳又り出しマ，　じ’カ＼に：温食反器に：〉＼オZる。

t3）知局Aか。儲港にこの所　意味老間うても記億になかった。）

・4・婆蛎幅．（受け身）とのう表現。よく使われる。全体の意味ば，

　　阪トフ献あれば物上に薬罐詰、のマお蜴勧かすこともできる

　　斌炭で謡飯器の御飯を温める」．
（s＞「Aェズ」は温飯器を箱す代：名詞のようでもあるが，単なる遊・び。ヒ

　　げのようでもある。㌧タ」のftタ」は，現在の事実査具体的に表現

　　するのに使われてのる。過去で’はなの。Oの直後にこの句が三回現

　　われるカミ’，皆同様。

　　ヒ161胴吏さんの家．．学校の一諦。夫婦で住み込んでし・マ，子供たちは

　　昼食時にそこへお、湯就らのにそテ。たりした．
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7　お・祭

話し手

（略暑）

A
Be

ζ氏　名）

鴻海春吉

太郷しゲ

木村＊斉一

（性）

男
蘭
男

　（生　年〉

大正8年生まれ

大正ワ年生まれ

大正7年生まれ

’‘tst

e

B

マー @ナンデモー　コレア　才マズリデモー

まあ　伺『でも　　これは　あ、祭で・も

ムがスノホー　ナンダが　エー

昔の方が　荷だか　岨）

ンー　　ミノヨーカ㍉コーノ　　トギ’ノ

うん　　ノ1＼学：校の　　　瞬の

（A　ンー　マンズ　ソー）　　コェナ

Oフいフ

才マズリン　ドキ　ァノー　サンチョーメノ

お・繋の　　珊　　　　　　ミ丁自

アレ　アノ　ロアン

　　　　　　露店

アズク　ナランデ’一

（A　ソー

　　　　　オショーガズ’デモ

　　　　　　お・正月でも

ヨーナ　キー　スル　ナー　ネー

ような一　隻iとメ犬’　“する　なあ，ぬえ，。

コドナンカ　オモエダステ　ネー

ことなんか　毘・P出し！て　ね。

　　　　　　　　　　のコトァ　シャネァベカ“ラネ

：）とば　　矢ロらなのだろうよ。

　　　　　キクジヤノ　メァーサ

　　の　　菊地屋の　前に

　ソー・た　　　　　）

　　あそこに並んで’ね。

c　ンー　アソ　ドキネ　マダ

　　　　　あの　時ね，まだ

ショーカ。、ソコノ

・〕・学校：の

鉄
ネ
μン
×
　
　
X

サ
踊
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B

e

ニネンシェumか’エジネンシェーノ　コロダナー一　（Bン）　ソコサ

ニ年生か　　　一弊生の　　ころだな。　　　　そこヘ

エッテネレ　（Bン）　　　コエナノ　キッタンダエ　アレ　⊃レ

行っマね。　　　　　こうbうのが来Zいたんだよ

（Bンー♪ママソナカサ⊃一
　　　　　xK）〈
　　　　　　　　真ん中lc　⊃う

エロエロナノ　ンー

いろいろなの

　　　　　　　　　　　　　にノ
マンナカサ（A＿　　　）（Bンー）ノゴソノサ（Bの
真ん中に　　　　　　　　　　残るのさ

ソエツネレ　ソースット　コッチエッカンニ　ヤル　ヒトモサ
そ〉拠を：ね　　 そうつ，；ζ〉と　　こっちに：幽つのるカ＼ら　や’る　　人もさ

エンピツナンカ　モ》テ　クソダハー　コッカラ　ミット
錯筆力・：なんか　才寺っ一（　未るんだ。そして　Cこから　見ると

エンピツノ　シンノ　フトサカ．：コッカう　ミエ♪レンダナンテサ

添筆の　芯の　太さ献’ここかう　見えるんだなんてさ。

（Bン）ソシテ　コソダタマゴモ・ソテ　クンダ（Bン）

　　　　そして　こんビは卵を　持って　夫るんだ。

ス・ゾト　タゴ　タマゴノ　キミノ　オーギサ　ミェンダ’ナンテサー
　　　　　クくズズス

すると　　　卵の　黄味の大きさが　見えるんだ劫・

（Bンー一）（A笑♪　ナガミ　アンノバ’り（笑）モ、ソテクンダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中味ヵぐあるのば閉り　　　：持ってくるんだ＼。

（Bンー　ンー）　ホーシテ　　ンダガラ　ホーテ　　クジ　アエデモ、ソテ

　　　　　　　そうして　　　だカ・ら　　ほうっと　ロ奎　開げて　のて
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ホレ　カウソダッタヤ　コレ　（Bンー）（笑）カネ　ダステ（Bンー）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賢う・しだよ　　　これを　　　　　　　　金を出し一（

ソシテ　イヤ　ナニ　ヨロコンビ　エサソデ　エーサ　モッテ、ゾテ

れて　りやなに　喜び　　勇んで　家に　符。てい。て

（Bンー）　ナガ　ミッツート　ナンデモ　コノ　ミエンノワ　アノー

　　　　　中を　見るというと　・匂でも　　　　見えるだよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐの
　　　　ソー　（Bン）　ネレ　ナニ　コノ　ノRNカ＝　シラ、ソテ

　　　　　　　　　　　ねノ　何　　　　　だまされて

ミナ　　カ　Nvタンダ才ン　　ソー　（Bン）　エンヒσツ　　ミ、ソト　ナルホド

みんな　買ったんだものさ。　　　　　　　錯筆を　見ると　なるほ1ど

シン　ミェッペゲンドモ　ダエド　（笑ク　ホ　ホンダラ　アト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　メうくズ芯力ぐ見えるようだけれどもだげど　　　　　　そんなら　さらに
　　　　　　　　　　　ノ
テモ　ミシ＝ラ、ソタモンタ“テ　ネレ　（Bン）　ハー　ホネモ

　　　　　　　　　　与も見せられたもんだ　与ね．　　　もう（排・膚も

㌶1鑑盆」．飼置（A　ホソダラ　メァーノ　　￥したb前の）ア

ホィナノ　ナガカ。アンノ　ミナ　ミシェンノサ　（8ン）　ホノ

そういうもの，中ヵぐ　あるものはみんな見せるのさ

キヲェル　ダ’ノネレ　ナガニ　　ァノ　コー　　クードートガ’　ア・ソト

煙管　　だのぬ　　ヰ・に　　　　　こう　空調力ぐ　　あると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
ボェナノベリ　ミシェデナガミナ　ミエンダドシャ　トゴロか

そういうのばかり　見せて　　中斌　みんな見えるんだってさ。ヒ。ろヵぐ

エーサ　エ・。テ　コンド　ホソデワ　ユノミチャワン　ミロ

家に　　行って　　；んビ　　それでは　　湯呑み茶石宛を　見ろ

ナンツワ、ソタオン　（Bンー）　ユノミチャワン　　ユノミ：チャワン

なんマ（誰かに）言われたもめ。　　　湯参診：茶汚宛’を。　揚呑み：茶碗を
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A

B

A

ミタケァ　ユノミ今やワンサ　ホェズ　ナカミ　アンダワネや

見たとCろ　　錫呑・み茶、碗に　　　　　　　　中味が　あるんだ’よね。

（Bン）　コヤ・ソテ　ミ、ソト　ホンダエ、ソ今や　（Bンー）　ナンダベ

　　　　へ　ヘヘノ　　　ノ　　　　こうやって　見ると　　：そうだよ。　　　　　　　　イ可だろう，

ユノミチャワンニ　ナカミ　シソ　ネァーベナンテ　（Bソ～）

湯呑み茶十一に　　中味，芯なんてなのはずだなんて

ワ・ソテサワ　エークラエー　　シエズ’ラ、ゾテ　タダ　バカニ　シラッテ

嵩われでき。　いのカ＼け一“ん　　カ＼らかわ〉拠て　　ただ　だまされて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　での
ソエデ　コノ　カネバ’ツカッテンダ　ナンテ　ズワ・ゾテ　サー

￥れで　　　　　金を　　使っマるんだ’　なんて　言われて　さ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
ソンダ・ソテ　李一サエがラ　ホガサ　モンク　カダッセ　　エゲ

それでも，　・」、さいカ・ら　他に対しマ文句を　ts　c）t：　　行く

ハズネフーノサ　ダマ・ソテナキネーリソー

はずがなのの・さ。　だまつマ　誼き寝入りさ。

マズ　ァズク　サンナヨーメサ　コー　デッタ　モンダネ　〔¢笑）

　　　あそこ　　三丁目に　　　こう（露店斌）出マのたもんだぬ．

（B蕪逃硲裟アノ㌢濡よンーt
オマズリツード　アノ　ノ＼がマ　ハ才リデ　｝セ　（Aタノスミデ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一お・祭　というヒ　　　　　　袴　　　　ヨ弓織で・

　　　　　　　くの
カワゲツズ’ンジャサ　オマエリ　シテ　ソレガラ　ハヤグ

）llロネ申社’こ　　　　さ；・参り　　しマ　　それカ＼ち　 早く

サケ。ラ、ソテネ　オマツリ、ソツート

下校さセ：｝うれてねノあ、祭ヒいうと。

ヨエマズソ　ツト　アンモズガ’一

宵祭　　ヒいうと館餅か？
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B

A

B

ンー　ヨエマズリ　ツート　アンモズ

う，し　宵祭　というと　健，餅だ．

アッチノ　オンツァン　カェ、ソテ　キタ　コッツノ　オンツァン

あっちの　みじ・きんが　帰って　きた，　こワちの　お・じさん状’

カェッテ　千古（Bンー）　ホヌトー　X“　一　アノー　ズ’ッシェン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズズベメズ

帰って　きた　　　　　　 そうするヒ　　　　　　　 十分浅

グしア　ネレ　ケラッテサ　（8ン）　ン　オマズリ　アット　ホレ

ぐらい　ぬ　　右らってさ。　　　　　　よ・寮カミ・あると

コンズゲ’アー　　ナンテ　ズッシェンケァ　エ．シェン外　　アノコロ

ノ」＼遣の　　　なんて　　十銭　力＼のノ　一銭ヵ＼の？　あめヒ費

工・ゾ：シェン　アレ

ー　銭だった　あれ？

ホントこ　オエワエダ　オンネ

ほんヒうに　み祝いだものぬ。

A　エッシェンバ’

一銭玉を
　ゆ
カー　コノク。レァ『

ああ　こ〃）ぐらの

　　ゆ
ダッタ　（B’ンー）

だった。

デル　ヤデァーサ

出る　屋台ic

（Bン）

　　　　ヒ．スト）レ

アレ　タマ　ツ・ソト

　　　王さを　つっと

ズーメァグレァ

十：枚ぐ’ら6）．

ヒ。ストル　（Bン）

　　　　　　ス＼ソミノコ＝ン

　　　　　　十銭

　アルナンテ　ナー　ヤ

　あるなんて　なあ

シテ　オマズ’リァ　ホノ

　　　お・祭は

エリテ　ア2　モト

行って，　　　もと

　　　　ンー　　アノー

　　　　　　　　　ハヤツタノ

　　　　　　　　　は曽㍉たの

　　　　　　　　　　〕一ヤッテ

ハサンデ　デ　プツット　（Bン）ツト

はさんで’せれでノ5eつっと

ケラレ・ソ　ツート

もらうヒ　いうヒ，

ヨロゴンデ　　シタン
ナ

嵩んで　　　したん

サンチョーメサ

三丁遇　に

　　　テ，ポーダナ

　　　　鉄砲だな，

　　　　　＝1一

うやって　こつ

　　　　　　　ソテ

　　　　　　そして
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プツット　ソテ　　トビ’アガンノ　タマデ　（Bン）　ツブツブ　　シテ

ノ3eつっと　　　　　今一び’あかごるの　 玉目ぐ　　　　　つ，3ごっノ3こして‘）マ

（B　ッブツブ）　アレ　キレー　ナッテル　ヤズ’ネ　アンナノ

　　　　　　　　　　きれのになってt）る芒の裳ね。あんなの透

カッテ　ホシテナー　アノ　ェーエーエクサン　：vmニネ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wwvwvwv
　　買って　そしてな

B　スカス　トー1キランネァクレァー　　ヒト

A

c

A

B

しカ＼し　　i通る⊃ヒカ1’できなし）ぼど　　　　人カミ’

オマツリ、ソツートネ

あ・祭というとね。

ボステ　マダタメ、ゾトキ　オマツリダガンナ　マダ　　ガク1］　一

そして　　また（金を）貯めるヒきも　　あ、察だ’カ＼らな・ノ　また。　　　学用

ヒン　カウ　タメットギ’アレ　（8ソソ）　モラッタナー

畠を　買う（ため）金を貯めるときだ。　　　　　　　（金E）もらったなあ

トー・ソタンダオン．ネー

通ったもの）b．

ツカワネァーデ’　タメットギ　オマズリド　：オショーガズダガう

そ継使わなし・で　貯める冷機ばみ．祭と　さ・正月だカ・b

アレ　アレ

あれ　あれ。

アト　オマズリァ

そして　誘、祭ぱ

ン又力

ニチョーメノ　アタリサモ

ニ丁目の　　あたりにも

　　　テーウズ

ミセ

店E

　　　　ヰンタローサン

のですか。金太郎さんa炭の酋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛1　o＞
マーニチョーメアドマカワグ・ソツァン　ネ
　　　ニ丁盲　のぽかlcは，

ンダネ　アノ　ヨエマズリツート　カワグ・ソツァンネ

そうブざね。　　　宵’祭ヒいうと　　）り［〕ネ申社の，所だね。

ダス、ソタ

　　　出していた

）1）ロネ申社の寛歩内（に・もレ店ヵミ・出マωた）ね。
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c

A

アト　ナニカ　カンケー　ナクトモ　デタ　ヨク　　アメッコや
あヒ．・向「カ、（祭と）関・係　 なくとも（店次）出たよ。　　　世一や

／B許）経ン｝ン『㌧鵬寛∴愉
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐノリ（Ay一ソーン）ナが　クソビレデデサ　（Bンーンー）　ホェズ

　　　　　　　　中力ぐ　　く・ひ“ル～マ‘）てさ　　　　　　　　　　　ぞ〉拠哀

（A　アエX“）　ンマー　ケットノ　オッキナ　ァメ　クルンダ

　　　　　　　うまく　やるヒ　　　大きな　・飴斌’くるんだ

（A　アメ　クルンダ　アエX“アレー）　丞エズベ　ナンボ　ヤッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ液芝　何回　　やつ

ζゴホノ等戒心∴篇儀混IB俘毒認鋤

菰ごみ院著（B諸磁つン　

アェズ　　ァレ　又“ンツァソダネ　今ヨーシェソズ’ンダッタネ（Bンー）

あれを売ってのる人はあじのさんだつたぬ。朝鮮人だったね。

アノー　アレ　クルマ　ヒ・ソパ・ソテ　（8ソー）　ソステ　コー

　　　　　　　車表　　引のマ・　　　　　　　　　そして　　こ．う

フクベン　ミデァーナノ　ナニ　コー　（Bソー）　ステ　ネー

ひょうたん　みたいなの　　　　　　こう　　　　　　　して　ね。

（Bソーンー）　カーデエ、ソシェン　ヤ、ソテ　カ・ソテカーシテナ

　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一銭　　 やって　　買って　こうして
　　　こ　の
ケッツア　ベロベロ　ナメ・ソト　エー：ソダナンテ　ケッツァ

その尻を　ぺ：うべう　なめると　のいんだ　なんて　尻を
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B

ナメット　ホレ　ポDット　トしルワケ　ソエ　ウスグナ》カラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　へなめると　　ぽろ。ヒ　取締わ・ナ　　菩くなるから

コエズ　ウスグ　エナー　ナンテ　ナメダナ　薦　（c笑）

こ）れば　i簿くマ　ののな　なんマ　なめたな

ナニヤ　コンド　ハリ　モ・ソテッテ　ハリ　コーヤッテナ（Bンー）

　　　　こんビは針を　椅って行っマ　針一切　こうやつマな

ホ又テ　ポツット　モゲット　ァリャー　ナンテ　ガ・ソカリシテナー

そして　　ぼ。きっと　　もけ“ると　あれれ　　なんて　が’っカ＼りしマな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごノヨク
ホーシテ　ドゴガニ　ェッシェン　ツケ　ホロガ、ソテネァーベガド

そうして　ど・Oカ、に　一銭　　　　落ちマいなし）だろうかと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
エン　ナガ　ズート　サガスデ（β笑）　カズマカズマ　サガスダ

豪の　中を　ずっと　：干して　　　　　　隅　々　まで諭した

モンダッタナー　ンー

右んだったな。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くさぎラ
ムガス　オマズリニ　ズ、ソシェンナンテ　ケラレッド　　オニノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ昔　　ふ祭に　＋銭なんて　莇うヒ　鬼の
クビダオンネ

首を取ったようならのだもんね。

　　　　　　　　　ぐノの
アー　オドケデネブ　　ズッヲェン　ナット

ああ　大変だったね。　　十銭’になると。

ンー　ズ、ソヲェン　ナットネ　ケラ・。タンデワ

うん，十銭になるとね．（練を）もら。たんでわ．
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　う主記

ζ1）　金莱音端に対して言った発言力＼。

…この話と関係なく，「お・茶誹寿ってこの、と誰ヵ・にきっマのる．

B・辰ヵ“二Kル．は，「だます、rゴヵ・諏ゐ、の焦孤に・肋ニサレ♪レ」

　　とし）うように使う。

（4）「Vャ［Qa］」は「サ“にあたる間摂助詞。「㍉㌧よりややてのねし）。

　　イム台方言では歩頁発さ〉挺るカぐ．　この話箔たちは稀にしカ＼イ吏わなの。

・ぎ・辱伽比七も・］．「ユ。の頭音状摩燦音となる．

ζの　［kitdassaeコ。「力タリサ“（語クに）にt「　xグ』（行く）の「エA状影響

　　しマこのような発音になったカ＼。

・ワ・荒浜の町の中にある神社。

181［gasl⊃。□門店震えさせる。方言の感嘆音。
　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
でg）　のろのろなこと回してのた」の意｝カ＼。

（1・）51〕ロサン。にあたる形．前出の風戸神社の通称．

㈹「}メコワシ」ヒか「「カタコワシ」とカ＼称悉れるうの。飴隆型に流し

　　て固くして：取り出ぞうとするカぐ，ひょうたん型にくびれマのマ，そ

　　こから祈れマ失敗する。成功すると大きな面諭もらえる．

G2＞㍗ツサ」（尻に），ある6）ぱ「ケツバ」（尻を）め縮約形｝。

l13♪詠ロク．は「落ヒす。「落として失くすA。　t「ホロガ・レ．はその自動詞。

㈱「Jズマ”ば「角間覇恥。
θ5）　ζケル」（呉れる）の受一身形で㌧「6らう」の意に使ってのる。

a6）nyお・とツナでなの」にあたる二形．「Jf〈変だ」の意、。

一187一



8　アイスキャンデーと古・婆さん

話し与

佃各号）　　　（氏　二名）

　A　　内海春吉
　B　　本、組斉　しザ

　じ　木村精一

（，性）　　　　（生　　年）

男　　大正8年生まれ

女　　大正7年生まれ

男　　大正7年生まれ

A　アド　ァレ　ナズニ　ナ、ソツード　スケンカンサ　アノー　アエツ

　　　　　　　　夏に　なるとのと　試験管に　　　　　あ越

　　エレテ　アレ　コーリ　エレデ践　トガスンダベ　　エマノ

　　入れて　　　　　　M〈E　　入れて　　　　　ラ容力・すんだろう。　　今の

　　1弩華（㌦1諺筆ンつ（C二二転鷺）

　　　　　　　　　　　　　　　　cfj
　　（Bソー）エヤシギ…
　　　　　　　　　一VVV－LtVLXVVV．tt

B　アエズ　ネレ　アノー　タがハッシャデ　ェズベンサギ八ズソダン

　　あれはね　　　　高橋屋で　一番先に　始めたの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　での　　ナズ八ズナズダエ・ソチャ　アノ　アダリ　タノクサ　ノ＼ズマッ
　　　　　ズベズベ
　　夏　　　　夏だよね。　　あの頃　　　田あ草取りが安台まつ

　　タノサ　タノクサアタリンドギナーソスタノサホスタ・ソケ
　　たのさ・　田の草取り　の　頃　（アイスキャンデ逼をり茎）始めたかさ。　それマ“，
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タカハッ沸デ　　トナリプミサ　　ジッポンズズ

高橋度て・　隣組に　十本ずつ
（Aンー）　ハソズメデ　八ソズメタンダガラ

　　　　はじ’めマ　　々台めたんだカ＼ら

ポーステコンドホレー　トナリク。ミサ

そして　こんど　　　隣組に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのコー　ポノー　　ジッポンズ’ズ’チャンデー

⊃う　　　　　　　　十本ずう（乗せ？）キャンデLを

（Aンーンーンー）　スット　オラエ　アダリデモ

　　　　　　　　　すると　私の家　 あたりで’も

トコロヵ。　オラエノ　オバ’ンナヤン　ツー

　　　　　私の家の　み婆さん　とωう

今やンデーツーノ　ハソズメデダガラ

キャンデーというもの　はじ’めてだから

（Aンー）　コノ　午ヤンデー・ソーノ

　　　　　　　　キャンデーヒいうのぱ

オモッテル？サ（Aンーソーン）ネ

♪竃♪ってのるのさ　　　　　　　　　　ね
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
トゴ’ロカ。　ホノ　　アー　　ワゲ’ア～　　ヤズラ

とこ：うカご　　　　ああ　芳の　 蒲たちは・

ケフ・ソテクッペがラ　（Aソー）　エガラ

リ昂って　　来るだろうガ・ら　　　　　　　　ののカ＼ら

オゲナソテ　ホーステ　アノー　アエツ
　　　　　　　　　　　　　　　　～8xtナ　な・んて言って，　・ぞLうして

エレデ’　スマッテダ　ζハン）　スット

　　　　　　　　　　　　　　～入れて　しまつマいた。

　ミナ　クベッタノサ

　みんな　配ったのさ

（A競｝住顔）

ミナ　アノサ㍉コサ

みんな　　　　皿に

　ク77×“ッタノサ

　配ったのさ

　　　モラッタノサ
　　　もらっ：た｝｝つげさ。

ヒト　ホレ　アノー

人は

　　（Aンー）ムカシビドダガラ

　　　　　　　昔港だカ・ら

　エズマデモ　ノコ“？テット

　いつまでも　残ってt）ると

　　トゲ’ネァデ　（oン）

　　広げなので’

　　　　エマ　アノ　アズ’グデ

　　　　’今　　　　黒くて

　　　アノ　コエス”スマ・ソテ

　　　　　　oれを　しまつマ

　　　　トダナン　ナガサ

（キャンデ適）戸棚の中に

　　オラワ　 エ・ソポ｝ン

　　鉱iCt　一本
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カシェラッタサ　（Aンン）　スタラ　ジュッポソモ　ァッタ・ソケ

食べさせられたき。　　　　　すると　　十太も　　あったが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でわ
ホノ　ズンブンが　モー　エッポン　ナンダガ　シャッコクデ’ヤン

　　痴一本勧婆さん1粕外で（食べて），荷だか冷たくて　いや

ダ’ナ　ナンテ　ボステ　ハンプン　ンー　クッテ　オレサ　ヨゴス

だななんてさってそしマ　半分　　　食1って（残猫）私によこし

テサ　アドワ　ハツホン　エマ　タノクサガ’ラ　ケァッテ　ク・．カラ

てさ。あと（残り）は八本．　今・　田の草取りかち③んな斌・）帰って末るカ＼ら，

アズグテ　ケァッテ　ク、ソカラ　（Aンー）　アド’　ク・ソテ　ワガン．ネァ

暑くな。て帰。マ朱るかち　　　　あとは食，て1す駄目だ

ガラナ　ナンテ　トダナサ　エレッタェッタヤ　ホノ　タノグサガ’う

からななんて言って．戸棚に　入れたんだよ。　（みん鰍）田め草取りから

ケァッテ　クル　ウズワ　ワリベス　（A笑）　ハツホン　　ノゴッテ
リ帝っ　て　　　　　く　る　　　　　う　で≒；　’：　ノ　　　と善51　り　箔メスご　　　　　　　　　　　　　　　ノ＼　　本　　　　　　　　　　　残　っ　て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できノ
タェ・ゾチャワ　（Aン）　ド［コドロッツーノー　サハッツァノゴ・ソテサ

1）たんだよ．　　　どろどろと‘）うのが　大州に　残。てさ。

ダレ　クッタンダッテが

誰が　食ったんだてことになったか。

ナーワレァ　スタ：コト　アリタがラサ　サ｝　ネ｛

大笑の　したことが・あったカ，らさ、　ぬ。
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ミ主記

（o

（2＞

（3）

件）

cき）

ド
いや　iンいソコエ（ン令やっこの）」と言お・うとしたか。

セ月ヒ頁，田んぼの中の草取り芭する震作業。

［（疹屍・π42日、

［9dkkokat（楚］㌧令一やっこくて」。

アイスキャンデーが溶げマ，中の棒が割り培のようになって皿の上

のう容サた水の中に残ってし）た。
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　　　　　たてやま　　　あいはま
亙H．千葉県館山市相浜

昭信藤収録・文字化担当者加



月収角地熱誠方言につ・・マ

／　三王、名 手葉県館舜相）兵

2収鋤嚥あ概観
　　イIL置　　乎環県　務総チ島th最南論1＝イ立置し、手策駅から南南西

　　　へkY・80κm，館ム駅G聯内房余脚か楠南而へ約／Ok」U・
　　　弱．

　　魎　霜崩嘱蜘房繰で下、1約踊闇、館ム駅種一雪
　　　心添齢奇線で南緬へ約／・肱約30分織、で種、

館ム予

・孫

麺勢　麻餅師最南論一郭働7辞粕明しマい7？　．勉
　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　つン　ベ

　／oo褥鍍あム地、払拭Pva　L，　‘ke3｝　abftい平地であ勧く．

　神戸処夢婦幽門夕〇二嚇臓あム蝿であ孤彩飾ほとんビ’τ尋

　く．海齢伽挿ず。萄甥也i條努廊撤さ粒・吻。　tL・・東
　剛、で囲紳マ、・みたあ、ラ毎ラ羊性気候デ冬で迄割俸｛・冒髪かいカぐ、

　冬〔・口伽季節臥，ぐよ〈・矯あマろ。

4稼区画　館ム禰糸ヲ39〃年前i哩見師城礫い■・・棚
　つご槻丁ヒしマ捲展17（ヵ〈、フtOケ也田そひ⊃ろ6で’につ魚ヰ寸ヒし！｛蒋

　在して・沃．古G海面オ伽・ら茜こ絃。ぐイ鋤つ・沃勧い、

あ・れ歴艶守古い．頭〉台2z年㈱丁村制にざ、L札糸町館弘田丁、

面面ず、神爾、受身村、館野秀す、九重村、凪原符（那・吉）、
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　恥勧有とtも1♂日歯尉知勧熱し衣、強迫／亭年、・館ム奨条、那

　’古、駐曾初壇区9乞。て館ム希制彦方包行、肥卸2ヲ年’タ月3日・

　申町村合併促進遂により、西粛し神戸、蟹房、館野、吸・重多一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　つ　縄に冨講不で1七館ム希に揚含でノ抵アz。こA稠涙ヒ、鳴りza布艮と

　をAu　ihゼ：て、視「在蔦碕処区乙P・デんでい珍，

戸数、ノぐローetheよ！隼ノ目王曳在

　館t」＼言，　・て些：1箒難ぐ　／7039戸。メ＿匂　 s－69∫3×＼．

国崎西欧挿数　　604P訊ロ　2274人．
　相接　　 ・世互違〔　　　26／戸．人kl　　　　ヲヲナメ、。

主・薩・蒙一平麺・妙・淑漁業聯訓振脚♂い鵬蜘｝細し
1〔翌夕蒙バ毛であみ。しかし、芳い也代汽吾，漁、蒙｝雛躯Eしてい

て、女役で種ヵいマいろ桑孕、蘇パ1、タ。歳Σ超え、rz人：蓬、ガヵ・り・τいあ

奪。

3収組しア誘もの特色
①方名区画上a位．置一隣梼誘方もとρ関∫ゑ

　　　孝蒙県方右口、憐梼てb矛督艮雪以比ρ戸矧東東Jce5）　a方も（栃

　　未づた城マピa崩壌・アケ・¢ントa方宅）と可一緯Σ画し、穿k

　　憐梼可h＞工羨いP汰面あ関東南面部。，方話（埼L・東京・神奈1り

　　のオも）と七、詫東やアラeント可ピで’やや・異曾h面乞循ち、

　　関東言毛。．マにあ，マ田、関東南部方もとし1位置→＼7られな、

　　　ケ喋県容言E穴観対ると、雪葛“、〕二余盆と下匁亀tひ土覧で南づしに

　　分曽ら淑、琵ρ下Pt‘Cttで’口、東麺部と、藺φ亡御ヒに綱分（ぎ躯や。

　　まk、南‘r！並総と野房との間に七、かτポ｝ひ葺デ、差畢ρご言孔め

　　られ有，晶晶く壇距、田、i房に馬・蔦膝。二n羅彦A中で’し、稠浜

　　飼物齢翫／噂し、隔心・拍航捜飼詫材で甥
　　丈：適路”＼ら7トれ丁気処戯Lある7て泌、畜いっヒti4　o稲を99々みb

　　：）ヒ’ρく1ビ3ろ。

②宿者豊しグ特色

　（の　老人櫓a闇でし、眼られ／気連署1な「合爵切指3が3孔飴ら承る。尺乙
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　　klで、　r集多・・疋争・・食南承τ」い」E「7つう・・7ワ：ジ・7ワ

　　ン3一　、l　thように勧．／kWa／〔kW＆〕・ぐ毛ひ沸勧t？i　Y

　　関東棉碑で＼携・しい、⊃・・令擁黒鼠房処欧咳く聞

　　く⊃どができう。

　ωグ垢塾側。イ蹄ヵ〈’立つ畝こ蝕で、「齢・・晒納好ぐ：」

　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　へし　　Eワ．、9・・f　5レ、，如to，9うに．癸焔てh。

　（3）「イ・と「エ」バ嗣や朔られゐ、1可ご㌧〆イ・2「エ・

　　と発煙挿餉崎。確・・，

　ω連覇〔aD・や〔ae）頁el〕n961依樹戻せ乞
　　τ骨脂ば、「薄い・あ緬揺・旨一’淋一・ρ罰に。
　（タ）暑老ε導者イし礒5イ峨伺〆穿、うeたと2八ガ、rネ三儀～・変生」巧

　　　　　　　　しじ　　と｝’Σ「う一フ．キ・・¢ン《！」aざうに．

　㈲智縮パし・レ・Σ〔の・奏者馬跳輸があ勧アぱ九
　　　び　　N？、　「亥レ～れ・・～　にて」うヒ」τ『ピ“E、　「fノイ・一　二Lナイト」

　　グ．ざうに。

　ぐη宅ぞ呼・言ぞ尾ひ力行竜ひ＝｝后力ぐ腫．孫可うイ峻向刀ぐノ）る。入とえバ洪

　　r⊃つ（t易酋）・実愛ぐ」て8どし乞rコー冒ヤウ」th．；一うに．

　（D＞遠軽・も観ρガ行磧務宿17〔9）であう．

　（9）言碧マ・詫尾b力行者・9行名Pt｝指E宿チィしぐせ．ゐイ順向訳あ、

　　b．ア9、乙1で冒、r・v・gz，遁∬ぎピし芝し面㌦ミジs一・・ぎ旅．τQ

　　だし、二繭御6仏餉臨県・光歯面㍑び雇弱蕉諦
　　東も限られ窟ろで抽，
　（／・）’アクeント田東斥・式＼で＼二才臼％言9A，二箱目に〔a．・e－o〕

　　吻ん’「廊・馬脚瑠ピ・言宅も、〔δの〕に婆叡輪・

　　（》ロー粕の附属詫珍網）．
③　女う去圭二の精妙

　ω1伺乞表編伽η詞t’1「d・E，便嗣る。

　ω締臨砺・Aハ著、いイ亀いで’「〉、に癸和b偵向・ぐ伽，あう．

　　天と期で、循《ん蝋ギムカシンじト・嬉うに、
　θ）推量ぞ覧涛を憲・幽助恥辱恥「＿、，へ．．Σ囲いろ、
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‘4）否庭m，助動詞rずイ4博、　rネ」刀ぐ硬用され、玉ヒZxガ・τ

　知らrδv・・　k9　fララネ」で’あろ，

｛’s）鯛網躯鯛筋爪とL，i’　，・・アくM断じ・・バ9ク・4

　ぎりK。

（補宛）倒置廊趣でt、相）兵と騰り縛郎・聞に脅・ケa，
　　　矛初等，ぐ劾、r〈とみ13＼轍＝／輪詞（一嚇）バ易叙

　　　柳痴臆納レ（常刺．諦良でk9．・ηガ悌伽・
　　　擁うし、以称商、砿で俵rニン・ウンゲ（、デ
　　　塩ち瑠卸、好い加ぐ、裕兵ブ鴇梗茜い・rビ・翫ぐあ

　　　ら．イ〃、磁、諦食か硬困で差グあbbの巳才登ラ乙、rお爺

　　　でん・｝呼でん・抑∬rビε、ヰ浸ヲ兵ぞx6，・ジ㌧・！ぐ一一

　　　帽比幸う・，　k　kし1．tT　aで＼？，・ジ㌧デバ㌧べ㌧

　　　オギ㌧・5ピ・ように宅うンと・sど』を爺げ房払力ぐでで与。

　　　アσぐ㌧、衛制乞物ざ附近、・〆あ，マセ、厳くみ
　　　来kゼ、庵ぼ遅く六オ言と言え．ざう、

翻地蕗選足グ、裡由

①慕酵島痢珈・位置い歴，pa・9・兜孝イ励／・め諮言・
　イ象南量ρぐ％い；と、

②ラ鮎寸で協，7酸轡げ飼に、下編凝札1こヲこ篠閑係＾瀦
　さ　カ＼生きマvb⊃Lkざ5。

β話穆録音環境厄ピ

　1麟ロタ。年／2肋田隈指
　2チ騨餓彿浜76・ノ（祇汽日　N2ヨノ彦文（fv彪）

　3　認しを

　　目広瀬醤（切　明）ぢ2携生紳　 無職

　　相粧鍋墨編ち．広瀬で婦御鈎親1穿毘い館岬甥
　　い　　マあ毎。
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s鈴鮭一㈲端2野生紳〉｝象業蟹認騰㌍
　　ヰ倒ヲ兵～壬孝れen相玖覇も。名卸函葬昆グtiiこ身1？と払に館ム年。

　丁　武’田金希郎〔男）　雌穿ロ／／蜂生まれ　　教燃珍、　〈司会看ン

　　柑浜生穿れグ年縁〉兵右ち．テ凄ア函親ひ飲身。とむに館山矛．

を　錫宿四容とそあ多獲晩

　・二／x瞭通誌題であろ雌曳網ラ繰i貿鋳啄麺わ回艇から、露

付繍鱗、孝緩、丁溜瞭業等。鮒鞭業1・ハ物箸労や劇・賄レ駐

靴n樋塾嬬搬から誌しマ、脈丁ご、添．御気声轍んll一象

妊婦・口御彫才飾宛噺・ら話労畝嫉物あ・紡丁庭｛・
　も敵れ1いb、関東穴慮：（娼つは〉、＜ヒもへ太き耳被薯E受1すア濠釜験

　芝特筋，印・象も多壌烈であフICヒ6〈〉とで、当醗を回廻し’1い廠だ㌦・

　ke
　・ででるだ＼酸素中脳マい君孟口・沃r薄煙う仁努力しτ史無難

　瀬ぐくノQヤ・ヤ・丁寧可詫・｝ロゼあ，ア（。鍍本でし口、旨〔で乎掌麹ツ鉛

　吾北で諦さ詳軽い衣ざうマ‘’あろ．会誌ひ’進行は臼由でξ雰・回気2董ネ見

　し了ZkM、麟々詫題か転逸れρぐ9ブあ，た、

て副、可心しマ・脈だ・豊凶田富禰競い極セならぬ舘毒右

になワ尋レ篤深く惑謝9しy・ゲ脚穿す。
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首のラ魚陳

て

～

了

～

諺レを

く麟落）　　（氏％り　　　（一）エ　）　　〈■笠）

　8鈴禾　与一　 男明湾z？年生れ

　〃　広瀬3可　 す日彫毎5年生れ

　丁　訊田　金申即男　昭勧ll卑伍れ　く毛」会煮ン

7ン’9ノー　イン：Yガ　・つり・戸アン　ジィすンfンカ　’アンラテワ

あれだ4肱　X気〆　’Y．・　，・　ki　t“し㌔でんσんか噺・し？

イフ／一　 メン今／一。

Llbn・ねる毎e齢るv

ン　ノ〈、ソ：つ　アン毛　ナ〉二毛．ンテネアデ’　ハー　アン乞う．テネア

ん　別に　イ可も　好んじ七し父い怠、・ゼ。、｝あ　蔦∠．じししフ旧い

チ　ハー。

ゼ　曙あ。

　　　　　　くりギー　ゲーズケプ　アレカイ　ンー　つドン　ずン刀イゲライ　・デ
CYI　“）で’ Q1寸　・3あ｝卜刀・、・　ん一　A7浄　何⑨〈」　ll、1　訟
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　ても　夢甲　ズρ・5　kρ、1ηの・，衣けど脅専断　 与∠》

カ　ドラレ身イッヲネ　・／シラ　フドント　アノ　ミンナ　’アレガ

　か　耳父られち避りて和。旨して　　本当　　　　 みん得　あれ刀ぐ

フ￥トドミワ　ミンナ　 つイ1　つネガ‘　アン・9」身ユ．ノ1　・ナミガ’

男　亥（1　み4γ♂　ここ、・㍉　雛パ　あれ1ごt・・，了　〉疫刀ぐ

ク1し1γ4、Lッヲ　ヒド・ソつ　ヒト、ノ　イず｛ラ子ネ　；示／　！マ9　エ

東bL毛，1　人．各　ノk　いて2く7　％th　e　1＝　殺

ゲ㌧n　ギンNンバ’tンラフゲ　々・ソク　イ、ソポン：シ刀　9ス・カ・ソライ1

　か　ノ亀イ宅　／主　コぐ　衣，fl　一　斧　しre・　艮re刀・，フ、・r2い
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　しユ

：デンキ／1ぐ1ンラガ「 @づ一dフ・γラニ　；ホ／　／7、γカv　’フワ刀ププ“ノrア　7j「・

電僅　，往　 戸ぐ　コうヤ，マ　　％あ　不公ハ・’引，考トか，マ　イ

／　スドント　ラ　シネデ1エゲ’ゲ　つウ　ユラ：ユつ　つレii’孝ラ
　　　　　　　ズズベ
n　研乙ん乙　・　　（　la　，tブ殺が隔〉う　汐9甲1　四れ1い7

ノ近ヨートtt　つマ・ソ身’ヤッテネ　ワ〈ノララデ’　三／ヨイプラFブ7つ　ハ’マ工

玩うビ　ua　．　iし乞コの．髭しらゴDう・・6㌦η・η・ラ涼ヘ

イッタラハマー　オトドモガ　テが　アノ　アワナウテ　アンタ“アントカ

行ったらヨ冥あ　男　芙ヵ寸’　・キが　あの　あかなく・て　あれだ伺とカ＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tl　　　　　　　　　　　　　　　　lt　　　　　　い
・ナミカ

〉｝蔓グ

イうヲ

て『く？

kンテ　モーラ　・γ　＝テ

切，1セ9，マ

tトネ

　乞t

ク・・9㌦へ衿・，ラ　ミンナ

く　ろ　アニド　フ｝　二）　 7　　ノて　　　 ζ；Z7t∠して～

　　　　　　　　　い＼／・γププアー　ショー赤二’

　　　　　　　し　ノ当れn・＄　　凋　　筋（2

　　　々・／カッウ　アレガ

　　　助か，た　あれパ

、吻㌧奇ヤ、ラデ㌧汐ヨ。

つノ3ぐれてしまうヒiうで・したよ。

　　　　　い　　ユロ　　　ノ　 ァ　　ノ　　　　　ノ
　ホエ　ブハワでプ・プ　ンヨ刀

　宏へ歩蘇，マ・口　けヲが

　　　　　　　　　　　　　ヘオく／一　ナニ：ンキラ毛．ラ・γヲ子

騒う　τ詮し惣晒，マね

　ドフント　ワマララー　つノ

　ピふ∠vt　　わ1：　tらあ　」こ
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ヲ歪影

の敵網漁業。一言」幽ひ！馴働rど’）’2三隻諭で宅勧i失敷い

　丁く緬気食恥副秘，｝朔t背，マ誘．鵬し痢動5；嫉、．

（z）　u｛弟で’し、k・’IFつきリ三后同btでじ～マ「い芝」と癸瑠マう。

θ）躍曳網。

幽縁県働、碗伊腕区から紛娩鴎で練く約／妊・挿採。
げ）　あじ＼≡じ％あし’てぎピ」Σキ託る瞬ひ餌，

・のア誌網

（・・）劒余房暇Sへ物デ、暢・秀へ下唱rρ茜引く釣踊法、

C？・」繊嬬業伽司組価・1・楊、暢所御陣御アジ通杯順硫師擁

　ゲてい％。

・9）鱒・ネ側舜．二・・地秀マ”　t　’」、いτ」だ・t！臼・，’3i・」　．・rt・3で

　τ乃【・従，マ呼びLn　fi〈’　・9一　thろ。　　’

θ・）　糸箇イぐにつ一兵舌男％”ぐエ也％イししπしの。

ぐ小…）禦ほ鯨勧二二。

ω）’?囚㌧都てか絶甑不囎・樋廓あ款・と、
…ノ館ム二本タ即凋予原医院．

（ω館ゆ、予ズ石パひ・匪F完。
　　　リ　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　ゆ
‘・の尻口」．、酬一1パ呂。

・の家薯

（’・）象号

ご・？）　月n当蚤としマ、ラ繭Eイ上品誘うヰ履利Z才奢っ目．

（・・）館匹、禰矯、．

・…の三七乳つシで，宏編屋ごんに釘し、間邊照イデア穿丁戸雅

　宅い刀・kTマ〉てμてめマいb．

…）ラ顛場乃。

凶〉魏《荊＝懸，ア文網烈寄どじと．
ζ・・，寡男

（2の　歩也曳a引き！：．　tゲ　s斥岡E奴く輪に纏、め5係。（一番課き」イt夢a尺ムへ

　釈論隔在であみ）．
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（2ケ）余亀毛：追、・昏あ同つとlt＼ら、余分て♂つとE結うの衡・に閉・・ら承て・・

　ち。

・・8・ラ僻組叙ア鵬げし1　t／、・k揚げ漁低勲斥動三組亘マ塔鏑

　寡信用に／G臼由ヒ処分し1し君うつと．

・・9・年間乞通しマ痘蘇蔑のtきに、万断兄・・僧循弘づ両早z．認

君慌しマ漏話U踊噺、1三物三組翫陥，耽鍔孝免
　E矯ろという。

θ・，驕。

θ・余細入訟御忍鶏ゼ綿入畑・もや。と言。た．
脚綿ひ入，た窺、砺’鯖．

（））〉地唄a綱E引くtき4孝昌乙オゼ、艀，Fり上aと⊃ちに網Eあママ

　引くラヒ．

θ・・ラ牝い鯛勧帖薩へ・送練屑乍．令図．ワね痔，鴛翫速くzj
　いτニリ、むあTlり莇る．時にN1；網に入，ていろ魚m99募τ♂と’噛七知㍉

eh．紳によ，π魚暢で旨墜1丁入油豹蔀しマS〈．
・…　家男。

（・・）窮．

θク）第ニンズゼ仁野た戦

BS）錨ρ亨／ち方E予測葛ろフヒ。転ゼ」マ：勘の厩＼・ん間のシとE「目籔

　o紹く男」で♂ど」ど用い7iL。

θ？）神伊弾をAムa位一品ε見マラ韓場を確譲誘ろ．

c4・）ヲ津目のラ記承ひ・ウ5い瞬1＝網Eva　5　f（あに云いbees　th打ち寿。

‘初ヲ鵯ρ流，れen速、・時〔二網’s　gkるア気あに囹㌧・ゐ艇｝ひ」打ち方、

（9））壕術a下i｝・’T5船頭の賓・。

（4ラ）緕受IT網ラ魚柴．

・娚寡彩。

（…1諏rデ篇く㌧Z．k｛Z・9，1k？一一一夏イレ恥鋳ナヵ竜っ．

醐蛎．
（4の　「神しflaんでdi＼flわぬ日糸a、ニナ3夜en　ta　E待マノ田暦。ニナ

　ろ葎．4日。訟を祷r詞、お原て∫ガ2飲あ’τ8枢’ら時Eth　／）。目。蛮E見

　　　　　　　　　　　　　一238一



　魑糠恥／鍾踪考丈的そ停．

ご姻舶％。

囲布矧ぐしげ補翫i到、吻薇木諮臨木而ぺ）Yお6る蘭
　に殉Σ塗る。

・…守房郡匂3伽丁乙〉兵．

・・η夫巴す二年あ関敷「叢災，

け・，夫艦院ム．

’・・）牝刀箱．

・’・・家考。

・甥ラ解に近い・一第E”Gう、

醐　家男．

・・ク）家葛．
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　　　　　しずおか　　みなみ　　　　　　　　　　なかむらN．静岡県静岡市南字中村

収録・文字化担当者　日　野　　資　　純



ハ　朕観雄，ゼ、ヒ）そm方名ヒ！フい！1

／　地煮、名
　　　　　　　　　　　　　　マイノごタ廷争岡県．心墨申南個中辮（旧貯イ老君倉麻機有）

2．収そ縁地点め幽晦巳

綱榊じ街が就一約賭仰爆獅諦、中、ご街一1謹蘭／砺毛描
　　　　　　　　　　　　シスハタ
でバスm梗〃くノ吻、船側の賎機ム〃へ斜面にiiミカン〃へ叙暗が軽んゼあb。

　静偶銅瑚瀞爵（／82ヲ）4月）剛・毎姓施竹レー嗣｝豹口希役
所閣設瞬‘《メい。冨3久∠8／人で乃，禾（静囚申故屠覧）。

　イAぐろkτ庁擁那麻不鍛村でノ～，マ、麻機蔚逸し1A、＜り、守、イPt後

夫正元年（／9／2）の記鋒によbと、昭／5，9ヲん、す／5’25人、計3／84

人で、戸数tτ442戸ヒf9，フいみ凄く（看争岡県ぞ倍郡託）、粥知2年宋

θヲ33）にQ482戸，3B86、くz言z録さ琳ていゐ（同誌料）。昭躯ヲ年
（／9夕4）／o月旧し1可、漱伽寸甑キ儲防代・田麓冥蓉蔚、灸罷才す、

表田園ヒzもに静｝痢勲て合イ看で癖ア（。当時矛疹鯵で35、734P、人口
　　　　　　　　　　　　　　ぐうむ／ヲ／00ナノ＜tあうη・ら、命1全属勃＼ら見ろ乞ほぼ／7パー’¢ンレレあアくり

馨符で‘あ，た〔同資料）。

　1かし劒で（9．ミ刀濃叡補丁で酬、麻機・噺幽琵処どして発
履しつつあな、臼然’会話吻中に諦題ヒし／訟マくろ「）8四ゼあくrんゴ

（「獲L称廟：綴）言」）ゆ理め｝一／られ／団地とイ6し八。

3、収録レア（方彰A特・色

①う・君区画上一“ヘイjz置

　静岡県の方君E、∂伊豆ハ隠名　｝∂駿河め方言　iii）遠州A方宅　Aよ

うに分σリヒ／准1ゼ、静函命廟撤オ言19のあ一つA代表z七島られよう．

伊e遮州願繍・い匹轍男膨し気看盛詞・肋鰯翫つく研肪
「ケ」，’逆祷ρ臼丁一η．j，夜二諦漁「ジ，f’←フ」，偲足め「べη」咽ッカ」

で♂ピかぐ％の特徴名駅恥部イあろ。

録青じ1捗コ、・て1いバ、「也・ぜいしア気で，再下しア（ユ毛あら屑

ヂづ’ゼ．！示。イ」1て特1二駿河漁特微的僅宅ど見ら小マいわ。昏／＜伊彦紹遠
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州レ鼻べ／（、母看の，｛蘇声イ6〆ケ痔く、毎i、声争后紺『〃～

Ptま書バヒ〆’ククいA払、

②音音邑よ二m特色

　モーラ・裟

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

㎏
弘
拡
砿
鳳
撫
四
四
野
望
訟
あ
毎
叫

健
鯉
伽

膨
康
罐
勝
勢
弾
取
傘
陣
門

J
i
k
i

引

乙
汽
h
福
㍗
0
δ
り
Z
厨
廼
／

’賦　　セ

kし曳　ke

うしk　ge

　　　七e．

“

駄

い
“
妹
　
恥
　
“
ぴ

ご
抵
－
請
伽
㍗
参
り
2

わ“

Pぴ

T
　い孝
　　口

爬
杷
鯉
κ
留
蟹
㍑
乖
旋
榊
N

駝肋一つρ物徴イあわ。

わ
㎞
6
。
勧
ω
M
勧
脚
陶
9
。
0
。
乃
あ
擁
榊
／

ア，　　念　　　貸

Ja　Jec　JO

ゆ弓丙。
　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　

5ja　Sj・sj・

・
よ
底
a
改
民
試
《
a

（、

O
リ
へ
場
（
㌧
へ
鯛
）
へ
勺
へ
、
恥
（
、
蜘
へ
勾
」

λ
い
ユ

（
い
ら
（
、
臼

休
い
ぴ
休
い
休
日
伊

へ
9
（
、
勘
へ
リ
へ
鞠
（
、
勺
へ
豹
へ
田
（
、
る

d
い
ひ

へ
嬉
（
、
幻

《
侮
へ
場
へ
鯵
（
噂
（
怠
り
（
割
（
痴
へ
切
つ

bj，

E
j
o

／

舩
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

〔i〕〔潟ヵぐ肩声

荻憲徹国払マ・乙｛で、／kn，　see．、t、、一一／誘珍り刀く卿・マ・’

ろ鋤ぐ￥一痢色で、例かでし／k，）2．／ヒゆ／，／s・・／乞／勇・／z　1’1；　E；別

’〆あろ、諏／ca，ご。／御し轍物馴・f躰や。

／／亡。／

L／　2j，／

　／　k人レoT　t、va、2／　　　ぐ　く　1・ゴっ　ア（　い　つ

漏p。丁麺／（弓1，ぱ，・7　．r’一〕
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　　　／γしee／　　　　　　　／kd，　ke　hce～ig　／　　　　ぐカ＼　1　T　f♂レ、　）

　　　／魅／　／’駆・／　（い｛・ピ〔稲！宴P

　　　／…／　塩・岡三／（粉（監1らの
　　　／δ・／　／k瞬唖a／　砒樹ギあフ

　　　醸／　／塑画・匝／（Kズilk）
　　　／粂／　／k・h・t■・Ct／（ぐ糾ピ〔これで’i／」　）

探獣的・諸御し・　｛／し柘クぐG解・〕バう1・　V　Gppj　d．・　l

mように七実視されわ＼＼と．刀ぐあ；う。　奪衣う＝躰しにu毎　〔ee：〕ヵく〔el〕しし

て紘　 例／・姻・脚・Tk叩／
　　葦天／ごd／ハ脅llでi／

　　　　　　　　　　　／騨野口／礒一伽），

　　　　　　　　　　　／t。ゴiT・姻／（純一徹）i／・＠／c劾）

拭あう（／丁／ρタヒの・努ノ。

　　グ行勧前li促者承』手躰うろグω遁ぐれタ3．

　　　　　　　　　　／’iiTde／　♂い、ゾで）

　　　　　　　　　　／　40，edとt伽。へ｝dムTヒ叉（～．／　　　　　（　｝そ　」1’a－　7ぐ毛，　Pt　で’）

③女3広上．Pt午奇・あ

ユ　助詞

　　！－1　畠‘』9＃言司

　　○努艮定を／へら暑’つ．耐・しza仁　／一レa∫Tka．，一bム．　ka／バナろ。

　　　　　　榔k瞬b融・’しむ醐・・

　　　　　　koヒε肱Tkaい。　PtiN2画ha
　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　　・）…6・hj・・b△kム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　o動野並固励ら祠勧に／一り・．c・〈F（L／かく幽・

　　　　　　ka’らi’・　」姻．弊。叶・L

　　　　　　9・h・N・嘩坐旦

　　レ2拷続助詞
　　α爾に／一夙d読。，一・da・）・de／バあ乃．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一245一



ヲ0トedどしN’て＝e　
＜；a－

k・恒。繭颪納。醐a酷de nANno　kD“tdc｝ 斡e｛3

。撫k／一k・・，一keeり・，一k・り・、一撫泌・／バ渦・

　　　　　　　…し醐t・℃ak・Nり・beNW・X　J岨画・Tt繍
　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　匂岬・ωk臨Ka・」鯉9・h・即d・k嫡。。・1’t・h・・oa

　　　　　　　h・・j・ede・h

　　　　　　geN9・・喝・丁七ぬ．㎏竺hd

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t・t・呼d氏T七幽・d・e　de　kza　ci　qT七・鱒gj・　ka・・叙脚t・岡

　　レろ細η詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

o艦｛・／一つ4a，カa／〃ぐth・lo・

　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　

　　　　　　aze・tムτ卿㌍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　酬。溺ta勧　gjuレ丸d・aTkeミ込＝

o多鏡に／一dee／刀ぐ劾。

　　　　　　1・k非職d・’し禰・e

　O回窪巳・に／一一　ke／かくあや。勧｝蓉言司・豆η重η詞の余冬占形仁／T／Y／，　rしてつ

　　　き，自分罐験臼遡恥．

　　　　　　吻ejaka’i秋・

　　　　　　hiJaTレ（ee－T層ke

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　臨i・；t㈱争鯛［動へ

2　助勧詞

0上縁ρ覧託LをあらIP耽・A　lz／一2“／バ劾。

　　　　　　蜘如　T勾。・沸燭’・・

o現四番平門1く／一2嚥／，／一hd／カぐあろ。

　　　　　　’Ohe　　’otoko　　hrtDFi2ttrzx．

　　　　　　’d卜e偽O　giT℃e　kしくk＆　）O》Vい　dTei

　O瓠蟄去a才任量に／一。伍卜a，／かこあみ。

　　　　　　k＆Nり∂e記he《eTkeTe　vk　y　a　nd

　O鑑昨定，th／一d＆／｛？動詞・〒1勿后畜司・助重η宅司蔦と，㌧《余冬占彩につぐ。

　　　　　　a拠・k・伽・担姻・

　　　　　　k・t・eya腱坐k・吋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一246一



　　　　ハ　　　ン、’i多」σo伽・o　　toT9’』4全j　o

以仁刻勃＼需棄泌㈲〃・ら言うt・／命N瞬／　（塩が茜・、フ’

／乙iN助／（小（い）耳ガρ名唇詞バ本県秀言tしマA縛微勧をτ洞と

乳ら水わ（前衙丁・七ちうん／分・掬レ記記／バ古勧であみ）・

4、砧他
①地蘇逡定、《理由

　2｛っ宅Zし玄ように、馬喰処¢鷲賄解・仔，宅，処ヒし！て人ロA流入A’99いa

・ぞσあろクぐ、古〈η、ら心霊！・、・フいみ落家A人六レ・し穂然乞しマ99いグ、

で、〉・iみいろん£才ぴ～やぐLヒよ。フ、古・・涙態あ方言9探bミしかごで’

ぐ嬉、冠者吹ぐと1・　N被言殖扇島頗以前ヵ叫面識樹齢’1　・に蝦的

象軽じ刎で受けてぐれる乙そ得ぐや／＝◇ヒもあ，た。

書ア（以上魚〃く七八湯・合・・し．画意何々か．松彪穿で采マ（乾て、￥癖に賂乞

／く歴たmで、、あ’肋ぐ六ヵ＼．六。したヵく，マ沼氏1才協η老でゐみととも

仁歩痺福でもあ1｝、謙諦め雌竹係e抄面時に1つとk～マく也入。

②協姻餐
　鴻面冨自分必幻て8ゼhAB・乙函氏Eでそ，マ、A¢しノ1自宅で／毫誕会

を間いftく癖／（。遜0内容ρく収録ぐ］YL　／いわれ来て“あね。

（）i）　日彫り45年／〃月lYi7　za国1勢調査　ca　（z　F、iち静岡年a柔kl砲，

　　　舅2砿47以、マ2／090　，S＞、く諾イ4／63ク£、くとτおマ浴リ、

　　　麻綴彰¢ズσで見ろ乞、男2、タタ3人、て2〃4／・《、

　　　計5：／タ4人であう（静勲爵編「日露知好音平岡で初地勢調査結梁

　　　オ概；完」にざろフ。

一247一


























































































































































































































































































